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新地町告示第２８号

令和４年第７回新地町議会定例会を次のとおり招集する。

令和４年１１月１７日

新地町長 大 堀 武

１ 期 日 令和４年１２月５日

２ 場 所 新地町議会議事堂
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〇 応 招 ・ 不 応 招 議 員

応招議員（１２名）

１番 藤 田 修 議員 ２番 寺 島 博 文 議員

３番 齋 藤 充 明 議員 ４番 水 戸 洋 一 議員

５番 八 巻 秀 行 議員 ６番 吉 田 博 議員

７番 寺 島 浩 文 議員 ８番 目 黒 靜 雄 議員

９番 菊 地 正 文 議員 １０番 井 上 和 文 議員

１１番 三 宅 信 幸 議員 １２番 遠 藤 満 議員

不応招議員（なし）



第 ７ 回 定 例 町 議 会

（第 １ 号）
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令和４年第７回新地町議会定例会

議 事 日 程 （第１号）

令和４年１２月５日（月曜日）午前１０時開会

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

第 ３ 諸般の報告

第 ４ 陳情等の報告

第 ５ 常任委員会所管事務調査等の報告

第 ６ 議案の報告上程

第 ７ 提案者の説明
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出席議員（１２名）

１番 藤 田 修 議員 ２番 寺 島 博 文 議員

３番 齋 藤 充 明 議員 ４番 水 戸 洋 一 議員

５番 八 巻 秀 行 議員 ６番 吉 田 博 議員

７番 寺 島 浩 文 議員 ８番 目 黒 靜 雄 議員

９番 菊 地 正 文 議員 １０番 井 上 和 文 議員

１１番 三 宅 信 幸 議員 １２番 遠 藤 満 議員

欠席議員（なし）

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

町 長 大 堀 武

副 町 長 岡 崎 利 光

教 育 長 佐 々 木 孝 司

総 務 課 長 兼 泉 田 晴 平会 計 管 理 者

企画振興課長 小 野 和 彦

税 務 課 長 佐 藤 茂 文

町 民 課 長 大 堀 勝 文

農林水産課長
兼農業委員会 岡 田 健 一
事 務 局 長

建 設 課 長 小 野 好 生

都市計画課長 加 藤 伸 二

教育総務課長 木 幡 邦 枝

職務のための議場出席者

事 務 局 長 佐 藤 武 志

書 記 千 葉 奈 菜

書 記 岡 田 義 仁
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午前１０時００分 開 会

◎開会の宣告

〇 ただいまから令和４年第７回新地町議会定例会を開会いたします。遠藤 満議長

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。遠藤 満議長

ただいま出席している議員は12名であります。

なお、健康福祉課長は病気療養中のため、本定例会への欠席届がありましたので、ご報告いたし

ます。

◎議事日程の報告

〇 次に、本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。遠藤 満議長

◎会議録署名議員の指名

〇 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。遠藤 満議長

会議録署名議員は会議規則第127条の規定によって、

８番 目 黒 靜 雄 議員及び

９番 菊 地 正 文 議員

を指名いたします。

◎会期の決定

〇 日程第２、会期の決定の件を議題とします。遠藤 満議長

お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員会で慎重に審査の結果、本日から12月８日まで

の４日間にしたいと思います。ご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、本定例会の会期は本日から12月８日までの４日間に決定しました。

◎諸般の報告

〇 日程第３、諸般の報告については事務局長から報告させます。遠藤 満議長

佐藤武志事務局長。

〇 それでは、ご報告申し上げます。佐藤武志事務局長

初めに、議会閉会中の動向につきましては、諸般の報告その２として、印刷してお手元に配付を

令和４年１２月定例会
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いたしております。

、 、 、次に 監査の結果の受理でありますが 一般会計及び特別会計の例月出納検査が令和４年８月分

９月分、10月分について行われ、その審査結果の提出がありましたので、印刷してお手元に配付を

いたしております。

次に、町長より提出されました議案の受理でありますが、議案第70号から議案第81号までの12件

が提出されております。

次に、一般質問の通告の受理でありますが、議席番号２番、寺島博文議員をはじめ５名の議員か

ら９件の通告がありましたので、これらは執行機関に送付をいたしております。

以上であります。

◎陳情等の報告

〇 日程第４、陳情等の報告を行います。遠藤 満議長

初めに、陳情取下げの申出書１件を受理しましたので、印刷してお手元に配付しております。

次に、今期定例会までに受理した陳情は１件で、陳情第７号 シルバー人材センターに対する支

援を求める意見書提出に関する陳情書については、別紙陳情審査付託表のとおり総務文教常任委員

会に付託したので、報告します。

次に、要望書について報告します。今期定例会までに受理した要望書の件数は３件で、町の文化

財の保存・展示に関する要望書、第６行政区（杉目地区）要望書及び令和５年度教育予算に関する

要望書は、印刷してお手元に配付しております。

◎常任委員会所管事務調査等の報告

〇 日程第５、常任委員会所管事務調査等の報告については、総務文教、産業厚生の各遠藤 満議長

常任委員会委員長から、所管事務調査の報告書が提出されておりますので、それぞれ印刷してお手

元に配付しております。

また、総務文教常任委員会委員長から、行政視察研修の報告書が提出されておりますので、印刷

してお手元に配付しております。

◎議案の報告上程

〇 日程第６、議案の報告上程については、町長から提出された議案第70号から議案第遠藤 満議長

81号までの12件を上程します。

◎提案者の説明

〇 日程第７、町長に提案理由の説明を求めます。遠藤 満議長
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大堀武町長。マスクを外してもらって結構です。

〔大堀 武町長登壇〕

〇 皆さん、おはようございます。本日ここに、令和４年第７回新地町定例会を招集い大堀 武町長

、 、 、 、 。たしましたところ 議員の皆様には お忙しい中 ご出席をいただき 誠にありがとうございます

さて、本定例会には、別添付議事件でお示しをいたしましたとおり、議会議員の議員報酬、期末

手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例についてなど、12件の議案をご提案いたして

おります。

議案の説明に先立ち、行政の報告を申し上げます。

初めに、総務課関係について申し上げます。

消防・防災関係では、４年ぶりとなる「新地町消防団秋季演習」を、10月16日、福田小学校校庭

において実施いたしました。演習では、通常点検、小隊訓練、機械器具点検、水防訓練、中継送水

訓練を行い、災害時の取組の再確認など防災力の向上に努めたところであります。また、11月15日

には、県内沿岸市町を対象とした「福島県広域津波避難訓練」が実施され、新地町においては、大

戸浜・今泉の両地区で参加し、地区住民など65名が訓練に参加しました。訓練では、津波発生時の

避難経路の確認や避難所設営訓練などを行い、津波に対する防災意識と防災体制の向上を図ったと

ころです。

10月30日に行われた、第22回福島県知事選挙では、当町の投票率は53.25パーセントで、前回よ

り3.93ポイント増加しました。防災行政無線での周知や街頭での啓発活動等により、投票率アップ

に取り組んだところであります。

次に、企画振興課関係について申し上げます。

新地駅周辺拡大区域内への、整備を進めておりました「相双五城信用組合新地支店」の移転につ

いては、工事が完了し９月26日より新店舗での営業を開始しております。

当町の魅力ある観光資源を紹介し、交流人口の拡大を図る「しんち魅力体感・発信事業」につき

ましては、10月22日から23日にかけて、雑誌編集者、ユーチューバー、インスタグラマーを対象と

したインフルエンサー招請ツアーを行ったほか、11月６日にはラジオパーソナリティーの本間秋彦

さんを迎えて、仙台圏を中心とした100名の一般モニターツアーを行い、鹿狼山や釣師防災緑地公

園など当町の観光資源をＰＲいたしました。

、 「 （ ） 」11月21日には 伊達藩ゆかりの５市町による ふるさと従兄弟 い～とこ まちづくりサミット

がオンライン形式で開催されました 「多発する地震災害と被災者支援、次の災害への備え」をテ。

ーマに各首長や議会議長がパネルトークを行いました。サミットは動画配信サービス「ユーチュー

ブ」でライブ配信され一般公開されました。

次に、町民課関係について申し上げます。

９月21日から30日までの「秋の全国交通安全運動期間」は、交通関係団体のご協力をいただき、
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広報活動や街頭指導を実施し、交通安全思想の高揚と交通事故防止に努めました。

保育所関係では、新型コロナウイルス感染症拡大予防を考慮し、規模・内容を縮小した小運動会

。 、 、 、を10月１日に町内３保育所で行いました 天候に恵まれた中 子どもたちは 練習の成果を披露し

保護者の方々は成長した子どもたちの姿に、大きな感動を受けておりました。

また、町のふるさと産業まつりに併せて保育展を開き、保育の状況をより多くの町民の皆様に見

ていただきました。

人権擁護につきましては人権擁護委員を中心に、産業まつりに参加された方々へ人権啓発活動を

行いました。

本年３月の福島県沖地震による災害廃棄物処理事業については、町が被災建築物等の解体を行う

公費解体の発注を９月下旬から実施しているところです。生活再建支援事業手続の期限に配慮する

ため、住家を優先するほか、損壊度合いを検討しながら順次発注し、引き続き、被災者の生活再建

の支援と生活環境保全に努めてまいります。

次に、健康福祉課関係について申し上げます。

「令和４年度新地町敬老会贈呈式」を９月22日、農村環境改善センターにおいて、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止対策を行いながら開催しました。９月１日の基準日における80歳以上の方は

876名で、今年の長寿杯は、88歳の方が53名、90歳の方が53名、99歳の方は５名で、長寿杯長寿夫

婦は21組の方々が対象となっております。

10月22日には、社会福祉法人しんち福祉会の設立30周年記念式典が「なごみの里福田」で行われ

ました。式では、30年の歩みと、５名の方に、法人運営感謝状の贈呈と８名の職員永年勤続表彰が

行われました。

インフルエンザ予防接種助成事業については、６か月児から高校生までと、60歳から65歳未満の

疾患のある方 及び65歳以上の方を対象に 各医療機関の協力の下 10月１日から令和５年１月31日、 、 、

までの期間で実施しております。

新型コロナウイルスワクチン集団接種につきましては、11月17日から12月14日までの期間で、２

回の新型コロナウイルスワクチン接種を完了した12歳以上の方を対象に、オミクロン株対応ワクチ

ン接種を行っております。

町民の皆様には、年末・年始の感染拡大に備え、ワクチン接種と手指消毒やマスクの着用など基

本的な感染予防対策をお願いいたします。

次に、農林水産課関係について申し上げます。

11月13日に開催しました「新地町ふるさと産業まつり」は、地場産農林水産物や商工業品の展示

・販売、農産物の共進会による表彰など、各種イベントを行いました。今後も農林水産・商工業者

が一体となり地場産品のＰＲと育成、地場産業の振興を図るとともに、風評被害に負けない地域の

絆づくりの場として開催してまいります。
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令和４年産米の作柄状況が発表され、福島県浜通りの作況指数は100で「平年並み」となってお

ります また福島県水田畑作課による令和４年産米におけるモニタリング検査につきましては 10月。 、

７日に検査が完了しており、食品衛生法に定める基準値100ベクレルを超えるものはありませんで

した。

有害鳥獣被害対策につきましては、電気柵等による農地への侵入防止策への補助６件、捕獲隊に

よるイノシシ捕獲は７頭となっております。農作物への被害防止のため継続して事業を実施してま

いります。

また、本年３月発生の福島県沖地震による、農地・農業用施設災害復旧工事につきましては、順

次復旧を進めているところであり、漁業共同利用施設の荷捌き施設復旧工事につきましては、浜の

活力再生プランの承認を受けた後、早急に工事を発注してまいります。

次に、建設課関係について申し上げます。

新地町綜合建設業組合による奉仕作業が９月28日に行われました。本年度は大戸浜地区など３箇

所で、車両等の通行に障害となっている樹木について、高所作業車などを使用しながら伐採作業が

行われました。また、11月19日には、相馬総合高等学校新地校舎の生徒とＮＰＯ法人ハッピーロー

ドネットらが中心となり、国道６号の清掃活動が行われました。役場を起点として約２キロにわた

り空き缶などを回収しました。

本年３月発生の福島県沖地震により被災した道路河川の復旧率については、11月末現在で約70パ

ーセントとなっております。

釣師防災緑地公園では、民間事業者による有料の花火大会や公園管理者による「ハロウィンイベ

ント 、町民主体の団体による「釣師潮風フェス 「ふくしま浜キャンプ飯」など、９月から11月に」 」

かけて計７回のイベントが開催されました。

次に、都市計画課関係について申し上げます。

本年３月発生の福島県沖地震の被災者支援関係につきましては、11月末現在、住宅応急修理申請

389件、一部損壊住宅修理申請66件、被災非住家修理等の申請63件、耐風改修事業補助申請53件、

ブロック塀撤去補助申請10件となっております。このほか、罹災判定が全壊の居住者に対して、福

島県の借り上げ住宅の申請が15件となっております。なお、それぞれの申請期限が延長になり、住

宅応急修理につきましては、受付期限が12月28日、完了期限が令和５年３月15日まで、住宅の一部

損壊住宅支援は、完了期限が令和５年２月28日まで、被災非住家修理・解体支援は、完了期限を令

和５年３月31日までとしたところです。

災害復旧関係につきましては、町営住宅の復旧工事は、10月24日に入札を行い落札者が決定しま

したので工事を進めているところであります。特定環境保全公共下水道施設につきましては、11月

２日に災害査定の採択保留が解除となり、11月25日に入札を行い、落札者が決定しましたので、本

議会に契約に係る議案を上程しております。
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また、農業集落排水施設につきましては、９月27日に災害査定を受け11月７日に保留解除となり

ましたので、工事発注に向けて準備を進めているところであります。

福田分譲住宅地の分譲状況につきましては、12区画のうち11区画の契約が済みましたので、住宅

建設により住宅街が形成されつつあります。また、移住・定住事業においては 「来てしんち」の、

申請は５件となっております。

町営住宅の入居募集につきましては、10月20日に11戸の公募をしたところ５件の申込みがあり２

件の入居が決定しました。生活雑排水処理関係につきましては、下水道の加入接続が22件、農業集

落排水施設で３件、合併浄化槽設置補助は15件となっております。

次に、教育総務課関係について申し上げます。

10月22日に各小学校で、学習発表会を開催いたしました。特に新地・駒ケ嶺の両小学校では、創

立150周年記念と併せた学習発表会を行ったところです。また、尚英中学校では、10月28日に校内

文化祭「ゆずの香り祭」を新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で開催しました。それぞれ、

児童生徒が日頃の学習活動の成果を発表しました。

、 、 、通学路の安全対策については 10月21日 国や県などの関係機関と合同で町内の通学路を点検し

危険箇所を確認したところです。

11月11日には町内全小中学校を会場に「新地町ＩＣＴ活用発表会」を開催し、公開授業やシンポ

ジウム、講演会を行いました。県内各地から約100名余りが参加し、新地町のＩＣＴ教育の取組を

県内全域に向けて発信しました。

生涯学習関係については、10月２日に若者の出会いの場をつくるマッチングイベントを、釣師防

、 。 、災緑地公園のオートキャンプ場で開催したところ ２組のマッチングが成立したところです また

11月５日、６日の２日間は、町文化協会による「しんち2022文化祭」が文化交流センターで開催さ

れ、各団体の作品展示や芸能発表などが行われました。

11月20日には「第34回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会」が開催され、中学生と高校生、一般

選手で構成した新地町チームは、ふるさとの誇りを胸にたすきをつなぎ、16区間、95.1キロメート

ルを走り抜き、総合34位と健闘しました。

また ９月18日には 第16回市町村対抗福島県軟式野球大会 10月９日からは第９回となる 市、 「 」、 「

町村対抗福島県ソフトボール大会」が開催され、ソフトボールではベスト16に勝ち進みました。

図書館については、11月13日に「図書館まつり」を開催し、読書感想画コンクールの作品展示や

除籍した本・雑誌のリサイクル、親子ふれあい広場などを行い、多くの来場者で賑わいました。

11月18日には、駒ケ嶺小学校父母と教師の会が、家庭学習の習慣化や家庭での読書推進に向けた

取組などが評価され 「優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰」を、新地町青少年育成県民会議が、これま、

での青少年に対する健全育成の取組が評価され 「福島県青少年育成県民会長表彰」を受賞いたし、

ました。
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続きまして、本日提案いたしました議案についてご説明申し上げます。

初めに、議案第70号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例につきましては、令和４年10月５日の福島県人事委員会勧告及び職員の給与に関する条例の

、 、 。改正を踏まえ 期末手当の支給割合を0.05月分引き上げるため 所要の改正を行うものであります

次に、議案第71号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例につきましては、

令和４年10月５日の福島県人事委員会勧告及び職員の給与に関する条例の改正を踏まえ、期末手当

の支給割合を0.05月分引き上げるとともに、行財政改革のため実施していた給料減額措置について

終期を設定するなど、所要の改正を行うものであります。

次に 議案第72号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につきましては 令和４年10月、 、

５日に行われた福島県人事委員会勧告に準じ、若年層の給料月額を平均0.23パーセント、期末・勤

勉手当の支給割合をそれぞれ0.05月分引き上げるとともに、通勤手当については、令和５年４月１

日から引き上げるなど、所要の改正を行うものであります。

次に、議案第73号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（１工区）請負契約に

つきましては、本年３月の福島県沖地震により損壊した下水道管渠等の復旧工事を行うため、11月

25日に指名競争入札に付した結果、相新建設株式会社、代表取締役、志賀友則が、１億6,500万円

で落札しましたので、請負契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるもの

であります。

次に、議案第74号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（２工区）請負契約に

つきましては、本年３月の福島県沖地震により損壊した下水道管渠等の復旧工事を行うため、11月

25日に指名競争入札に付した結果、新和工業株式会社、代表取締役、荒純一が、１億2,430万円で

落札しましたので、請負契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に付

すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるもので

あります。

次に、議案第75号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（３工区）請負契約に

つきましては、本年３月の福島県沖地震により損壊した下水道管渠等の復旧工事を行うため、11月

25日に指名競争入札に付した結果、株式会社千田建設、代表取締役、千田喜雄が、１億5,070万円

で落札しましたので、請負契約を締結するため、地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるもの

であります。

次に、議案第76号 令和４年度新地町一般会計補正予算（第６号）につきましては、歳入歳出そ

れぞれ１億1,000万円を追加し、総額88億2,600万円とするものであります。

歳入補正の主な内容は、町税で5,195万1,000円、社会保障・税番号制度システム整備費補助金な
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どの国庫支出金で3,120万6,000円、国保分保険基盤安定負担金など県支出金で2,684万3,000円を増

額しております。

、 、 、歳出補正の主な内容は 議会費が人件費で65万2,000円の増額 総務費が920万5,000円の増額で

主な内訳は 庁舎の燃料費・光熱水費で210万円 光ファイバーケーブル支障物件移転工事費で207万、 、

5,000円、戸籍総合システム改修費で442万2,000円、マイナンバー申請交付事業で326万4,000円の

増額となっております。

民生費では、1,415万5,000円の増額で、主な内訳は、国民健康保険特別会計繰出金で390万

6,000円、介護保険特別会計繰出金で303万6,000円、保育所費の人件費で456万円の増額、基幹相談

支援センター運営業務負担金で110万5,000円の減額となっております。

衛生費では、2,041万1,000円の増額で、主な内訳は、有害鳥獣焼却施設管理費負担金で239万

3,000円、一般廃棄物最終処分場堰堤築造工事実施設計費で410万3,000円、新型コロナウイルス感

染症対応地方創生臨時交付金事業で1,890万6,000円の増額、相馬方部衛生組合塵芥処理費負担金で

694万8,000円の減額となっております。

農林水産業費では 2,966万9,000円の増額で 主な内訳は 農業系汚染廃棄物処理業務で2,000万、 、 、

円、環境保全型農業推進事業で440万円、経営所得安定対策等推進事業で129万円、排水機場の光熱

水費で130万円、農業集落排水事業特別会計繰出金で150万円の増額となっております。

商工費では、海釣り公園整備工事で437万4,000円の増額となっております。

土木費では 1,423万円の増額で 主な内訳は 町道災害復旧工事に係る過年度歳入返還金で154万、 、 、

1,000円、人件費で147万2,000円、公共下水道事業特別会計繰出金で1,004万5,000円の増額、町道

改良事業の測量調査設計費と物件補償費間で800万円の組替えを行っております。

教育費では、1,681万4,000円の増額で、事務局費の人件費で155万9,000円、小中学校の光熱水費

で450万円、小中学校の衛生用品購入費で400万円、くるめがすりの家修繕費で313万5,000円の増額

となっております。

、 （ ） 、次に 議案第77号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計補正予算 第３号 につきましては

歳入歳出それぞれ390万6,000円を追加し、歳入歳出それぞれ８億8,275万3,000円とするものであり

ます。

歳入補正としましては、一般会計繰入金で390万6,000円増額し、歳出補正では、人件費など総務

費で74万4,000円、予備費に316万2,000円を増額し、一般被保険者療養給付費と一般被保険者高額

療養費間で1,000万円の組替えを行っております。なお、本補正予算は、国民健康保険事業の運営

に関する協議会の答申を受けて、ご提案いたしております。

次に、議案第78号 令和４年度新地町介護保険特別会計補正予算（第２号）につきましては、歳

入歳出それぞれ、330万円を追加し、歳入歳出それぞれ、８億5,232万1,000円とするものでありま

す。
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歳入補正としましては、介護保険事業費補助金の国庫補助金で26万4,000円、介護給付費負担金

の県支出金で２万5,000円、一般会計からの繰入金で303万6,000円を増額し、介護給付費負担金の

国庫負担金で２万5,000円を減額するものです。

歳出補正では、総務費で330万円を増額し、保険給付費の介護サービス給付等費と高額介護サー

ビス等費、特定入所者介護サービス費間で450万円の組替えを行うものであります。

なお、本補正予算は、介護保険運営協議会の答申を受けて、ご提案いたしております。

次に、議案第79号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきまして

は、歳入歳出それぞれ、93万8,000円を追加し、歳入歳出それぞれ、１億8,860万4,000円とするも

のであります。

歳入補正としましては、一般会計からの繰入金で93万8,000円を増額し、歳出補正では、後期高

齢者医療広域連合納付金で181万7,000円を増額し、予備費で87万9,000円を減額するものでありま

す。

次に、議案第80号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）につきまして

は、歳入歳出それぞれ1,004万5,000円を追加し、歳入歳出それぞれ、９億1,374万5,000円とするも

のであります。

歳入補正としましては、一般会計からの繰入金で1,004万5,000円を増額し、歳出補正では、下水

道総務費で270万7,000円、下水道事業費で333万8,000円、下水道維持費で400万円を増額するもの

であります。

次に、議案第81号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）につきまし

ては、歳入歳出それぞれ、150万円を追加し、歳入歳出それぞれ、１億4,570万円とするものであり

ます。

歳入補正としましては、一般会計からの繰入金で150万円を増額し、歳出補正では、同額を下水

道維持費で増額するものであります。

以上、提出いたしました議案について、ご説明申し上げましたので、よろしくご審議の上、御議

決を賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。

〇 提案理由の説明が終わりました。遠藤 満議長

◎散会の宣告

〇 以上で本日の日程は全て終了しました。遠藤 満議長

本日は、これで散会いたします。

ご苦労さまでございました。

午前１０時３９分 散 会
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午前１０時００分 開 議

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。遠藤 満議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎一般質問

〇 日程第１、一般質問を行います。遠藤 満議長

演台でのマスクを外しての質問及び答弁を認めます。なお、自席での質問及び答弁は、マスクの

着用をお願いいたします。

通告順に発言を許します。

２番、寺島博文議員。

〔２番 寺島博文議員登壇 （拍手）〕

〇 おはようございます。受付順位１番、議席番号２番、寺島博文でございます。２番寺島博文議員

それでは、さきに通告しております２件、５点について順次質問してまいります。よろしくお願

いいたします。１件目、スーパーマーケット誘致について。１、誘致活動の現状と課題について伺

う。地域で唯一のスーパーマーケット、フレスコキクチ新地店が閉店して、はや１年になります。

日常生活に困っているという話を多く聞きます。買物で困っている人たちの大部分は高齢者です。

家族、知人などの協力が得られる人もいれば、得られない人もおります。いわゆる買物難民が喫緊

の課題として表面化してきております。新地町で一番の関心事は、スーパーマーケットについてで

あります。改めて次の３点について質問させていただきます。

①、今年１月から今日までの交渉回数と、その内容について伺う。フレスコキクチ新地店が閉店

して、１年がたちました。この間、進出予定企業との交渉は何回行われ、その内容はどのようなこ

とだったのかお伺いいたします。

②、誘致交渉期限を設定して、交渉を進めるべきではないか伺う。現在も誘致交渉を進めている

ものと思います。重要かつ難しい課題なので、交渉が難航していることも理解できます。しかし、

高齢化、人口減少という時代の変化に直面し、地域住民が今何に困っているのか、これから先を見

据え、誘致交渉期限を設定し、交渉を進めるべきではないかお伺いいたします。

、 、 。 、③ 公設民営方式を取り入れ 誘致を急ぐべきではないか伺う 地元での買物をする場所を失い

さらには高齢となり、遠方まで買物に出かけられない人も増えている状況ではないでしょうか。ス

ーパーマーケットができれば、町民は自由に買物ができ、高齢者の方に限らず、若者も集まる場所

になり、住民同士の交流の場ともなります。買物難民を増やさないために、早急に公設民営方式を

取り入れ、企業進出しやすい環境を整備し、誘致を急ぐべきではないかお伺いいたします。

次に行きます。２件目、公共施設の予約について。１、町民、利用者の利便性向上のため、オン

令和４年１２月定例会
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ライン予約ができるようシステム構築すべきでないか伺う。施設予約は、来館予約が基本になって

おります。電話による仮予約にしても、実際に施設に出向いていき、本予約をしなければなりませ

ん。会社勤めの人は、月曜日から金曜日までは仕事をしており、予約をすることは難しい環境にあ

ります。時代は、デジタル化へと大きく変化しております。新型コロナウイルス感染症対策による

新生活様式への対応、利用者の利便性向上と職員の業務効率を図るため、公共施設のオンライン予

約化を進めるべきと考えます。そこで、次の２点についてお伺いいたします。

①、昨年12月の一般質問において、執行部からメリット、デメリットを検討して進めるとあった

が、その後の検討状況についてお伺いいたします。

②、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用してシステム構築すべきでないか

伺う。いまだ新型コロナウイルス感染症が猛威を振るっております。これまでの常識が通用しなく

なってきており、またいつ類似の新感染症が拡大するか分かりません。こうした中、人々の意識も

変わり始めています。予約窓口に並ぶことにより密接、密集になります。ピンチをチャンスに変え

る、この意識変化を臨時交付金を活用した政策で後押しし、新たなまちづくりに弾みをつける意味

、 。でオンライン予約システムを導入し 利用者の利便性向上を図るべきではないかお伺いいたします

以上で壇上からの質問を終わります。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〔大堀 武町長登壇〕

〇 ２番、寺島博文議員の質問にお答えをいたします。大堀 武町長

、 。 、 、初めに スーパーマーケット誘致について １つ 誘致活動の現状と今後について伺うの１点目

今年１月から今日までの交渉回数とその内容はどうだったのか伺うについてですが、進出を検討い

ただいているスーパーマーケット事業者と電話、メールや対面等で10回程度交渉を、そして打合せ

を行っております。打合せの内容につきましては、建物等施設整備に活用できる国や県の補助金の

有無や町内の農水産の状況について、情報交換を行っているところであります。

次に、２点目の、誘致交渉期限を設定して交渉を進めるべきではないか伺うについてですが、事

、 。 、業者には出店について検討していただいていますが 商圏人口が少ないとの話があります これは

出店に対する投資を遅らせている大きな要因と考えています。検討いただいている事業者からは、

建物や設備といった初期投資への補助金がないか相談されています。経済産業省や復興庁、福島県

の関係部局にも相談していますが、スーパー事業者が活用できるような補助金や交付金はなかなか

厳しい状況です。そのような中でも、活用できる補助金や交付金がないか調査等をしているところ

であります。誘致交渉期限を設定してというご提案ですが、これまでの交渉の中で検討していただ

いている事業者は多くはありません。誘致交渉期限を決めて、それに間に合わなかったら諦めると

いうことにはならないと考えておりますので、早期誘致を念頭に置き、事業者の出店の条件を踏ま

えながら、粘り強く誘致に向けて対応していきたいと考えております。
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次に、３点目の公設民営方式を取り入れ、誘致を急ぐべきではないか伺うについてですが、県内

では東京電力福島第一原子力発電所事故による避難指示が解除された双葉地方の自治体など、買物

環境が特に課題となっている地域で、行政の費用負担により公設民営方式を採用されているところ

があります。公設民営方式は、施設整備を行政が負担することになります。当町としましては、基

本的には民設民営方式で誘致を進めたいと考えておりますが、例えば国の交付金や補助金が活用で

きるなど誘致に向けたよりよい条件が整う場合は民設民営方式に限らず、ほかの施設整備運営形態

についても検討し、誘致を進めていきたいと考えております。

次に、公共施設の予約について。町民、利用者の利便性向上のため、オンライン予約ができるよ

うシステム構築すべきでないか伺うの１点目、昨年12月の一般質問において、メリット、デメリッ

トを充分検討して進めるとあったが、その後の検討状況について伺うについてですが、今年度４月

、 、 、から11月までの当町の施設利用の状況は フットサル場は町内の団体が166件 町外の団体が38件

文化交流センターは町内の団体が646件、町外の団体が279件、改善センターは町内の団体が36件、

町外の団体が３件、駒ケ嶺公民館は町内の団体が645件、町外の団体が４件、勤労青少年ホームは

町内の団体が503件、町外の団体はゼロといった状況になっております。また、総合体育館や町民

、 、 、野球場といった一部の施設については 昨年 そして今年の福島県沖地震により被害を受けたため

施設の貸出しを中止していたところであります。

さて、近隣市町村における現在の公共施設オンライン予約システムの状況は、各自治体によって

システムが異なっておりますが、共通部分では窓口での利用者登録が必要なこと、またオンライン

予約は仮登録であり、利用料を納めることで初めて本予約となるといった手順があるようです。公

共施設におけるオンライン予約を実施した場合のメリットとしては、システムの内容にもよります

が、いつでもどこからでも予約申込みが手軽にできる、施設の予約状況が確認できるといったこと

などが挙げられます。反面デメリットとしては、オンライン予約とした場合でも、利用者登録、利

用料の納入等で窓口に来ていただく手間があり、現行方式と変わらないと思われます。また、高齢

化率34パーセントを超える本町の現状を考慮しますと、引き続き施設窓口での予約受付も並行して

行う必要がございます。この場合、窓口予約とオンライン予約による二重登録を防ぐために、即時

に予約データの確認、更新を行うなど新たな作業が増え、施設管理人等の事務が煩雑になることか

ら、確実なシステム運用を図る体制を整える必要があります。さらに、システム構築に係る経費に

ついては、全施設導入するか一部の施設で導入するかで変わってまいります。後から追加で導入し

た場合は、全施設導入よりも多くの経費がかかるようになります。また、システムを運営している

間は、経常的に毎月維持管理費用が発生します。総合的に現在の状況からオンライン予約について

は、システム構築など問題を一つひとつ整理して、実施の有無について引き続き検討してまいりま

す。

２点目の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、システム構築すべきでな
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いか伺うについてですが、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、各配分ごとで対

象となる事業が変わっております。今回の対象は、エネルギー、食料品価格等の物価高騰の影響を

受けた生活者や事業者への支援を行う事業です。公共施設のオンラインシステムの構築には活用で

きません。今後システムの構築も含めて、別な補助事業があるかどうか調査をしながら、進めてま

いりたいと思います。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 ご答弁ありがとうございました。それでは、順次再質問したいと思います。２番寺島博文議員

１件目のスーパーマーケット誘致について、今年１月から今日までの交渉回数と、その内容につ

いて伺う。答弁では、対面、電話、メール等で10回程度。あと、内容については、使える補助金が

あるのかないのかというような回答だったと思います。

まず、基本的なことなのですけれども、普通大事な要件というか、その場合、対面が基本だと私

は思うのです。今回みたいな大変大きな重要なスーパーを誘致するということですから、基本こち

らから出向いていく姿勢というのが大事だと思うのです。何よりも来てほしいという熱意、誠意が

一番必要だと思います。今回の交渉で対面の交渉は何回ですか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

対面での交渉につきましては、３回ほど行っております。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 １年で３回ということですけれども、この場合出向いていったのか、それとも２番寺島博文議員

来ていただいたのか、その辺教えてください。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 こちらに来ていただきました。なぜかといいますと、こちらに来ていただ小野和彦企画振興課長

いて、町内の、先ほど町長お答えしましたけれども、農水産業の状況とか、そういったことも現場

を見ながらよく聞きたいということで、あえてこちらに来ていただいたということであります。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 来ていただいたということなのですけれども、私たち、ちょっと例悪いかもし２番寺島博文議員

れないですけれども、結婚を申し込むとき、向こうの親に来てもらうなんていうのはあまりないと

思います。やっぱり本来は、向こうに行って、頭を下げて、何とかお願いしますというのが普通の

お願いの仕方ではないかと思うのです。でないと、誠意は相手には伝わらないと思うのね。先ほど

も言いましたけれども、１年間の交渉としては少ないと思う。もうちょっと誠意を見せて、こちら
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から出向いていって、ぜひ来てほしいのだというようなことが必要ではないかなと思いました。

あと、使える補助金があるのかないのか。内容のやり取りですけれども、業者とのやり取りであ

れば、進出に関する補助金だと思うので、あと国とのやり取りにしても、こちらに来ていただく上

での補助金の有無についてだと思うのですけれども、業者との交渉の内容と、あと国との交渉の内

容、もう一度お答え願えますか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

もう一度ということでございますけれども、業者との、業者というか、事業者さんですね、事業

者さんは進出に当たりまして、建物とか施設とか、そういった部分の補助金がないかということで

相談を受けておりまして、町では国や県にどういった補助金なら可能性があるかというのを相談し

ているところです。スーパー単体が進出するのに補助金というのはなかなかないのが現状でありま

すが、いろんな補助金ありますので、可能性のあるものを今相談しているところであります。

、 、 、あと もう一点の町内の農水産の状況ということでございますけれども 事業者が進出した場合

町内の魚とか農水産物、そういった部分をぜひ使いたいということでありますので、町内でどうい

った作物が取れているのか、魚が取れているのかというのを調査したいということでやり取りをし

ている状況であります。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 交渉は、建物を建てる上での補助金を国に対してあるのかないのか、その辺の２番寺島博文議員

ところを探している、交渉している状況だと受け取りました。補助金ですけれども、今探している

ということなのですけれども、ないものを探しているわけではないと思いますが、その辺の可能性

というのですか、その辺のところをお聞かせ願えますか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 先ほども答弁させていただきましたけれども、スーパー事業者が単体で、小野和彦企画振興課長

これで進出できるという補助金や交付金とかというのはなかなか厳しい状況です。可能性について

は何とも言えませんけれども、この補助金でどうかということを復興庁と今協議をしているところ

であります。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 なかなか厳しいという話がありました。２番寺島博文議員

次に行きたいと思います。２番目の誘致交渉期限を設定して、交渉を進めるべきではないか伺う

についてですけれども、答弁では誘致期限を決めないで、可能性のある間、誘致を目指して粘り強

。 、 。くというような回答だったかと思います これを質問してもあれなので 次に行きたいと思います
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次の公設民営方式を取り入れて、誘致を急ぐべきでないかについてですけれども、確かに公設で

、 。 、 、建物を造る場合 大きなお金がかかるかと思います そういう意味で 先ほども言っているように

補助金を探しているのだろうと思います。しかし、今回もうスーパーがなくなって１年がたちまし

た。スーパーがない損失というのは、かなり損失はもう計り知れないと思うのです。地元にいる若

者の地元離れ、それから人口減少、それから今進めている移住、定住政策への悪影響、そういう観

点からも、私は誘致を加速してやるべきだと思うのです。先ほどの回答というのは、前回ほかの議

員なんかも質問して、得ている回答と全く同じです。ここは、やっぱり政治決断が私は必要だと思

うのです。思い切って町の財源を使って、町単独での公設民営にするべきだと私は思います。大堀

町長、お願いいたします。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〇 政治決断をということですが、やはり新地町の財政状況はそんなによろしい状況で大堀 武町長

はないと私は思っています、将来を考えた場合。その中で最大限国県の事業が使えるのであれば、

その事業を活用したいというのが私の考えでありますので、そういった中で、今言われたとおり、

前にも答弁しているとおり、基本は民設民営だけれども、公設民営というのもありということで、

いろんな事業を今補助メニューを探しているということでございますので、その辺は一定程度ご理

解をしていただかないと難しいかなと。政治だけで単費を全部使ってもいいと言われても、私的に

はちょっとそれはあまりにも後年度負担が大き過ぎると思いますので、今のところは公設民営であ

っても補助を探すということで考えております。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 大堀町長がそういうトップとして考えるのであれば、それは了解しました。２番寺島博文議員

次に行きます。２件目の公共施設の予約について。町民、利用者の利便性の向上のため、オンラ

イン予約ができるようシステム構築すべきでないか。昨年一般質問しまして、執行部さんからそう

、 、いう回答あったのですけれども 件数的には先ほど４月からの件数とか云々あったのですけれども

今ホテルにしても、病院にしても、あらゆるあれがオンライン予約でできるようになっている中に

あります。確かに二度手間になるとか、あと高齢者の問題ということもデメリットあるかもしれま

せんが、全部オンライン予約にするということではなくて、今のシステムも生かしながら、要する

に実際に窓口に行って予約することもできるように残しておく。それから、若い人たちは、そうい

った仕事の関係上なかなか行けない。休んで行くとかしないと予約が取れないというようなことに

なっていると思うのです。あと、今一番やはり問題になるのは、予約に行って、密接、密集になる

というところだと思うのです。そういった意味で隣の市では、昨年９月からオンライン予約システ

ムができました。これ文化施設であれスポーツ施設あれ全てオンライン予約、それから今までどお

りの予約ができるようになっています。やっぱりまちづくりというのですか、今現在新地町はＩＣ
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Ｔ、情報通信技術のあれではかなり有名な町になっているわけです。そういった中にあって、やっ

ぱりこういう簡単なところ、オンライン予約についてやれるような体制が私は欲しいなと。私も公

共施設を予約しているのです。人数が少ないときは小さな公民館でもいいですし、それから大人数

になると改善センターとか、そういうところ、あと文化交流センターとかに行って予約しなければ

いけないのですけれども、そういった行ったり来たり、向こう行ったり、こっちに来たりというよ

。 、 、うなやり取りというのは非常に手間になるわけです そういう利便性を サービスを提供するのと

やはりコロナウイルス禍での密集、密接を避けるためのそういうオンライン予約というのは私必要

だと思うのですけれども、その辺いかがですか。

〇 木幡邦枝教育総務課長。遠藤 満議長

〇 先ほど町長の答弁にもありましたように、議員が申しますようにオンライ木幡邦枝教育総務課長

ン予約、非接触型で、コロナ感染症の対策としては有効な手段の一つであるとは思いますが、先ほ

ど申し上げましたように、窓口での料金の納入の問題などいろいろこれから整理するべき問題があ

りますので、こちらを引き続き検討して、実施の有無について検討してまいりたいと考えておりま

す。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 今聞いていると、やらないことの理由を並べているような感じで、実際にやっ２番寺島博文議員

たら、そうでないようなこともあるようなことが今おっしゃられているのですけれども、前向きに

検討してください。

次に行きます。②の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用してシステム構築

すべきでないかということなのです。今回の臨時交付金はエネルギー高騰、それと物価高ですか、

そのようなところでしか活用できないということですけれども、使う目的が違うということなので

しょうか。今年１月５日までは、感染者の累計は５人でした。現在は、新地町の人口の８パーセン

、 。 、 、ト強の 先日640名ほどになったというようなことが発表ありました やはり密接 密集を避けて

感染防止対策のためですから、この交付金を対象にするべく、新たに申請するというのですか、こ

ちらから、いやこういうわけで困っているのだと、新地町は今まではこういう人数で少なかったけ

れども、今こういうふうに増えているのだ、だからエネルギーだけではなくて、要するにコロナ対

策の交付金なわけですから、それを防止するわけですから、そっちも使用を認めてもらうようにや

るべきでないかと思うのですが、いかがですか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

コロナの地方創生臨時交付金ですが、先ほど教育総務課長が答えたとおり、これから使える交付

、 、 、 、 。金の内容というのは 先ほど答弁したとおり電気 ガス 食料品高騰 そういったことであります
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これは、国で全国の自治体に今回はこういったことに重点的に使ってほしいということで政策的に

割り当てられている配分でありますので、これを接触とか、そういった部分に使うのは、新地町だ

けがやるというのはできないと考えております。過去に、昨年度とか、そういったこともできるよ

うな通常分といわれる地方創生臨時交付金がありました。接触対応とか３密対策とか、そういった

分はありましたけれども、そのときは事業者の支援とか、それから町民の支援とか、接触にならな

いように、そういった別の事業を重点的にやったと、優先順位つけてやったというところでありま

すので、ご理解いただければと思います。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 今回の臨時交付金については、オンラインの構築には使用できないというよう２番寺島博文議員

なことでした。12月の今回の補正予算で、物価高騰対策として家電製品を購入したりとか、そうい

う話ありましたけれども、これコロナ対策とどういう整合性があるのですか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

整合性ということでありますが、先ほども私答弁しましたが、国で新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金の増額強化ということで配分をされていまして、それの中身が電力・ガス・

食料品等価格高騰重点支援の交付金ということでありまして、コロナの地方創生臨時交付金の中の

下に、この電力、ガス、食料品の支援をするという内容になっております。

以上です。

〇 ２番、寺島博文議員。遠藤 満議長

〇 理解しました。２番寺島博文議員

コロナの交付金でなくても、財源といいますか、ふるさと納税とか、そういった財源なんかもこ

ういったものに充ててもいいのかどうか、ちょっとまた私今分かりませんけれども、そういったこ

とも活用できるのではないかなと思いますが、いかがですか。

〇 通告ないと思うのだ。答弁できないのではないのか、すぐには。通告してあれば答遠藤 満議長

弁できると思うけれども、コロナ感染症対応の臨時交付金の活用についてということだけだから、

ふるさと納税の基金を使ったらいいのではないかとか、それは通告していないから、答弁できない

のではないのかなと思う。

２番、寺島博文議員。

〇 そういうことであれば、答えは得られないということなのですけれども、そう２番寺島博文議員

、 。いったことも含んで今後の町の政策 新しいまちづくりに生かしていくように私はすべきだと思う

もうちょっと何か新しいこと、町に活気ができる、あるいは町民が利便性向上する、そういったと

ころにもうちょっと目を向けてやっていただきたいと思います。
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以上で一般質問を終わります。

〇 これで２番、寺島博文議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

ここで暫時休憩をいたします。

午前１０時４０分 休 憩

午前１０時５５分 再 開

〇 それでは、再開します。遠藤 満議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

７番、寺島浩文議員。

〔７番 寺島浩文議員登壇 （拍手）〕

〇 受付順位２番、議席番号７番、寺島浩文です。７番寺島浩文議員

さて、相変わらず新型コロナウイルスが全国で猛威を振るっております。現在市町村ごとの感染

者数は発表されておりませんが、我が町でも感染者が増えていると思われます。幸いなことに重症

者はほとんどいないようでありますが、感染者自体が増えれば、重症者も増えることが予想されま

す。引き続き町としても感染予防の啓発は継続して行っていただきたいと思います。また、去年、

今年と震度６以上の大地震が２年続けて起こり、今後公費解体の対象となる半壊以上の被災者は

140件、217名になるということです。事業完了は令和５年いっぱいかかるのではないかということ

でしたが、被災者の生活再建を急ぐためにも、事業完了を少しでも前倒しできればと思います。

さて、今回の一般質問は、以前にも伺いました移住、定住人口を増やす取組について再度お伺い

いたします。第６次総合計画で将来の人口フレームの目標値を令和７年で7,900人、令和12年で

7,700人としております。しかし、今年11月の時点で7,766人と既に令和７年の目標値を下回ってお

ります。今までの一般質問でも何度も言いましたが、人口が減少する影響は長期的かつ多岐にわた

ります。生産者人口が減少すれば労働力不足を招き、それに伴い経済産業活動が縮小、町の税収減

少につながります。しかし、その一方で高齢化は進んでいきます。社会保障費は増加し、財政もま

すます厳しさを増していきます。そうなれば、行政サービスの低下にもつながります。当然町とし

ても、総合計画に沿って移住、定住施策を推進し、町の人口を維持していくための努力はされてい

ると思いますが、現実問題として、人口が予想を超えて減っております。私は、まだまだ移住、定

住施策の強化や見直しなど、新たな取組が必要だと思います。そこで、今回移住、定住人口を増や

す取組についてということで質問させていただきます。

まず、質問１です。以前から言っておりますが、新地町への移住、定住を考えていただくために

は、まず新地をよく知っていただくことが重要だと思います。新地には海、里、山があり、農業や

漁業が基幹産業となっております。そういった新地の産業を体験できるような取組としてグリーン

ツーリズムやブルーツーリズムなどの体験型のイベントなどを検討してはどうでしょうか。新地を
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知り、地元の人間と触れ合う機会があれば、移住を考えるきっかけになるかもしれません。また、

もっとじっくり新地を知りたいという方には、お試し居住として数日間、または数週間滞在できる

ような施策も考えるべきだと思います。最初に言ったように、新地への移住、定住を考えていただ

くためには、まずは新地をよく知ってもらうことが必要だと思います。パンフレットや動画を見た

だけで移住を考える方はほとんどいないと思いますので、こういった体験型の施策が必要だと思い

ます。考えをお伺いいたします。

質問２であります。移住者を増やす取組として、３大都市圏からの移住者を狙っていくのは当然

ですけれども、もっと身近なところ、仙台圏をターゲットとして移住者を増やす取組に力を入れる

べきではないでしょうか。先日のテレビのニュースで、お隣山元町への仙台圏からの移住者のニュ

ースをやっておりました。山元町は、震災後4,000人ぐらい人口が減少しましたが、復興事業によ

りスーパーマーケットや直売所など様々な施設が整備され、移住者への支援制度や仙台駅から40分

の距離などをＰＲし、徐々に仙台圏からの移住者も増えてきているようであります。これを我が町

に当てはめてみますと、支援制度などは大きく変わるものではありませんし、仙台駅、新地駅間は

50分で、山下駅からプラス10分です。しかも、新地は様々な体験型の施設も多く、町の魅力という

点では勝っていると思います。私も学生時代を含め30年近く仙台に通ってきましたが、電車で50分

という時間は苦にはなりませんでした。そういったことから、様々な媒体を駆使して、仙台圏から

の移住者を増やしていくべきだと思いますが、考えをお伺いいたします。

質問３であります。安定した雇用の場の確保についてお伺いします。新地への移住、定住をお考

えいただくためには、まず安定した雇用の場、働く場所があることが重要です。そこで３点お伺い

いたします。

１番として、町内には防集元地、新地駅東口事業用地、駒ケ嶺工業用地、そして商業施設の誘致

、 。 、 、を目指す事業拡大区域など 企業誘致を目指している用地があります しかし この件に関しては

これまで何度も質問させていただきましたが、いまだに進展がないようであります。そういったこ

とを考えれば、今までとは違う目線や考え方など新たな取組が必要になると思います。町としてど

のようにお考えなのかお伺いいたします。

２番であります。６月の一般質問でもお伺いしましたが、南工業団地に誘致した３社に対し、地

元採用者が非常に少なくなっております。その分ほかから移住者が多くなっているのであればいい

のですが、企業も地元で採用できないため、住所を移さず、移動してきている人も多くいると思わ

れます。この状況は、北工業団地でも同じことが言えると思います。やはり定住という意味でも、

地元の人間が地元の企業で働くという流れをつくっていく必要があると思います。地元に戻りたい

というＵターン希望者にも地元企業の情報が伝わるように企業ともっと連携を密にし、情報発信な

ど取組を強化して地元採用者やＵターン者を増やしていくべきだと思いますが、考えをお伺いいた

します。
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３番であります。新地町農業も離農者が増え、後継者がいないことから、耕作放棄地も増えてお

ります。また、漁業の後継者も少なく、海のある新地町としては、漁業が先細りになっていくこと

が懸念されます。町としても様々な支援事業を通じ、新規就業者を増やす取組は行っていますが、

。 、 、 。なかなか新たな就業者は出てきていないようであります しかし 農業 漁業は町の基幹産業です

このまま手をこまねいているわけにはいかないと思いますので、新たな施策を考え、農業、漁業へ

の新規就業を強化していくべきだと思います。また、新規就業者は町内の方とは限りません。コロ

ナ禍の中、地方に移住し、農業や漁業に取り組みたいという方も出てきているようであります。質

問１では、グリーンツーリズムやブルーツーリズムなどをご提案しましたが、こういった体験型の

施設や、そのほか様々な取組を強化し、農業、漁業に従事していただく移住者の発掘にも力を入れ

ていくべきだと思いますが、考えをお伺いいたします。

質問の４番でございます。移住、定住人口を増やすための受皿となる住宅政策をどのように進め

ていくのかお伺いいたします。町内には多くの空き家が存在します。そういった空き家を再生可能

なうちに再利用していただくことが重要だと考えます。また、空き地や耕作放棄地になった土地な

ども多く存在します。農地に住宅を建てたい場合には農地転用が必要になるため、農地転用の円滑

化が求められますが、どのように対処していくのでしょうか。また、現在福田地区に定住分譲住宅

12区画整備し、残り１区画となるまで埋まってきたようであります。全区画が埋まるのも時間の問

題かと思われます。そこでお伺いしますが、住宅政策として新たな住宅地整備は考えていくのかど

うかお伺いいたします。

質問の５番であります。現在町内では、公共交通機関がなく、動いているのはデマンド交通、し

んちゃんＧＯだけです。町外から訪れる方は利用ができず、不便を感じております。また、町では

町内外の方が利用しやすいようなしんちゃんＧＯの運用見直しを検討していますが、いまだに結論

が出ておりません。やはり移住、定住を考えたときに、利便性の悪い町では評価が下がります。早

急にデマンド交通、それがしんちゃんＧＯという名称でそのままいくのかは分かりませんが、その

見直しが必要だと思います。現在どのような状況なのか、どのように考えているのかお伺いいたし

ます。

質問は以上であります。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〔大堀 武町長登壇〕

〇 ７番、寺島浩文議員の質問にお答えをいたします。大堀 武町長

初めに、移住、定住人口を増やす取組についての１点目、新地をもっと知ってもらうためにも、

グリーンツーリズムやブルーツーリズム、またはお試し居住など体験型の施策が必要ではないかに

ついてですが、グリーンツーリズムの分野では、福島県相双農林事務所において相双就農ポータル

サイトを設け、相双地方の農家への農業体験を進めております。当町でも数件の農家が農業体験受
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入れに登録をしており、実際に町外から農業体験に訪れている方もいらっしゃいます。ブルーツー

リズムの分野では、福島県観光交流課において、浜通りエリアの海にまつわる観光資源を生かした

ふくしま浜通りブルー・ツーリズム事業を推進しており、紹介動画やパンフレットを作成し、ＰＲ

しております。当町でも海釣り公園が紹介されています。このような施策により実際に当町に訪れ

ていただき、体験を通すことによって移住、定住につながっていくことを期待しているところであ

り、必要な施策であると考えております。

お試し居住については、以前にも答弁させていただきましたが、お試し住宅として使用可能な住

宅は鉄筋コンクリート造り５階建ての集合住宅である小川定住促進住宅となっております。福島県

において実施したお試し体験住宅では、小川定住促進住宅への応募者はありませんでした。ご質問

にあるような目的を持ってお試し居住するための住宅としては、戸建ての民家が望ましいと考えて

おります。他自治体で行っている事例としては、古民家をリフォームした住宅をお試し体験住宅と

して活用しているのが一般的でありますが、町では古民家などの戸建て住宅を所有しておりません

ので、現段階ではお試し住宅の事業化は難しいと考えております。

次に、２点目の仙台圏からの移住者を増やす取組にもっと力を入れるべきでないかについてです

が、当町の魅力ある観光資源を紹介し、交流人口の拡大を図るため、本年度から新地町独自の情報

発信事業として、しんち魅力体感・発信事業を実施しております。今年度は、10月20日から23日に

かけ、雑誌編集者、ユーチューバー、インスタグラマーを対象としたインフルエンサー招請ツアー

を行ったほか、11月６日にはラジオパーソナリティーの本間秋彦さんをお迎えし、仙台圏を中心と

した100名の一般モニターツアーを行い、鹿狼山や釣師防災緑地公園など、当町の観光資源をＰＲ

いたしました。一般モニターツアーには、仙台圏を中心に2,600名以上の方々から応募がありまし

。 、 、た このように仙台圏の方々に当町の魅力をＰＲし 仙台圏からの交流人口を増やしていきながら

関係人口の増加や移住、定住にもつなげられればと考え、事業を進めているところであります。

また、移住、定住施策として来てしんち住宅取得支援事業を実施しており、さらに福田地区にお

いては、福田定住住宅建築支援補助金を実施しているところであり、それぞれ効果を得ていると考

えているところであります。あわせて、住宅展示場への事業説明及び来場者用のチラシ配布などを

。 、 、 。行っております 今後も移住 定住に向けて 継続して事業を進めてまいりたいと考えております

、 、 、 、 、次に ３点目の 安定した雇用の場の確保について 企業誘致が進んでいない各用地 防集元地

駒ケ嶺工業用地、駅東口事業用地、事業拡大区域等への誘致を進めるためには新たな取組が必要で

はないかについてですが 防集元地については 町が買い取った約42.8ヘクタールのうち 約8.4ヘ、 、 、

クタールが未利用地になっています。防集元地の多くは、盛土構造で整備された県道相馬亘理線と

の間にあるため、くぼ地になっていることや、旧県道や町道が震災前の状態であるため、一団の事

業用地として活用するためには、盛土や排水溝などの整備が必要となります。１つずつ問題を解決

しながら、活用可能な用地にできるように考えてまいります。次に、駒ケ嶺工業用地については、
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常磐自動車道新地インターチェンジや相馬港へのアクセスのよさ、津波・原子力災害被災地域雇用

創出企業立地補助金やふくしま産業復興投資促進特区にある税制上の特例をＰＲしながら、企業誘

致活動を進めております。誘致活動は、福島イノベーション・コースト構想推進機構の企業誘致担

当部署と連携、協力を得ながら、誘致を目指してまいります。駅東口事業用地については、現在災

害廃棄物の仮置場、そして公費解体事業の解体ごみの仮置場として活用中でありますので、早期の

災害廃棄物の処理を進めながら、スマートアグリ事業の誘致を目指してまいります。この事業用地

も事業形態により福島復興特区制度等の活用が可能であり、現在事業者数社と意見交換を行ってい

るところであります。事業者側からは、もっと広い用地面積を求められることもありますが、今後

も特区制度や町独自の優遇施策をＰＲしながら、福島イノベーション・コースト構想推進機構の企

業誘致担当部署と連携し、誘致を目指してまいります。

、 、事業拡大区域のスーパーマーケット誘致につきましては 出店は検討していただいておりますが

商圏人口が少ないとの話があります。これが出店に対する投資を遅らせている大きな要因と考えま

すが、福島県の復興特区制度活用による税制上の特例措置としての固定資産税や不動産取得税の課

税免除、町独自の優遇施策として創設した事業用地の一定期間無償貸付制度などをＰＲしながら、

引き続き誘致活動を進めてまいります。また、国の交付金や補助金が活用できるなど、誘致に向け

てよりよい条件が整う場合は、民設民営方式に限らず、ほかの施設整備運営形態についても検討し

てまいります。このように各用地それぞれ事業者誘致に取り組んでいるところであり、引き続き早

期誘致に努力してまいります。

次に、地元企業への地元採用者が少ない。企業と連携し、地元やＵターン者等の採用を強化すべ

きではないかについてですが、町では町内企業への就職促進と相馬総合高等学校新地校舎生徒の職

業観の育成に取り組んでおります。町内企業の会社概要や求める人材などを説明することにより、

、 、 、企業への理解を深め 興味や関心を高めてもらうことにより 生徒の職業感の育成を図るとともに

町内企業への就職促進につなげるため、企業訪問を行ってまいります。昨年度は、１年生52名が相

馬共同火力発電株式会社と石油資源開発株式会社の企業訪問を行っております。ご提案のＵターン

者等への採用強化についても、今後町内企業の情報発信にも力を入れながら、町内企業と連携して

取り組んでまいりたいと考えております。

次に、３点目の、移住者を含む農業、漁業への新規就業者を増やす取組を強化すべきでないかに

ついてですが、新規就農者の支援として農業次世代人材投資事業を活用し、震災以降７名の方が新

規就農しております。貴重な人材ですので、就農後の経営や規模拡大、法人化に結びつくよう関係

機関と連携し、継続支援してまいります。また、町では相双地域新規就農・企業参入推進検討会議

に参加しており、検討会議で開設したインターネットによる相双就農ポータルサイトで就業までの

流れと支援策、就業診断、相双地域での農業体験、お勧め品目と経営指標、相談、申込みなどの各

種情報を発信しております。新規就農者の相談体制についても、県、町、関係機関が連携してサポ
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ートチームがつくられ、体制強化が図られております。今後も新規就農者の発掘や法人化、規模拡

、 、 、 。大など 継続的に支援しながら 関係機関と連携し 新規就農につながる取組を進めてまいります

漁業の新規就業者対策については、平成20年度以降10名の方が新規組合員として加入しておりま

す。組合加入に必要となる１年間の経験、実績を積むための実習も行っており、現在は実習を終え

て、新規組合員として加入しております。また、漁業者の所得向上を目的とした、浜の活力再生プ

ランを漁業者と町、漁協、県が協力して作成しております。具体的には漁獲量拡大による収入向上

や鮮度保持機器導入等による高品質化、コスト削減の取組などにより所得向上を目指すものであり

ます。今後も漁業者の経営安定につながるよう、漁協や関係機関と連携しながら、新規就業者対策

など様々な取組を進めてまいります。

、 、 。次に ４点目の移住 定住人口を増やすための受皿となる住宅施策をどのように進めていくのか

農地転用の円滑化や空き家、空き地活用、新たな住宅整備等についてですが、新地町においては、

移住、定住の施策として、さきに答弁しましたが、ソフト事業として、来てしんち住宅取得支援事

業を実施しており、さらに福田地区においては、福田定住住宅建築支援補助金を実施しているとこ

ろであり、それぞれ効果を得ていると考えているところでありますので、継続して進めてまいりま

す。このほか住宅建築可能な土地につきましては、新地駅前において土地区画整理事業を行い、保

留地につきましては完売したところでありますが、区域内の換地処分をした民有地においては利活

用が進んでいない土地があります。また、空き家に関しても、これまで所有者に対してバンク登録

の依頼をしてきましたが、登録者が少ない状況にありますので、引き続き所有者に対してバンク登

録を促し、土地の利活用について推進をしてまいりたいと考えております。

なお、農業振興地域整備計画の見直しについては、第６次新地町総合計画、新地町都市計画マス

タープラン、新地町国土利用計画と整合性を図りながら、来年度、総合見直しに係る計画策定のた

めの農地基礎調査を実施してまいります。町内の農地等の宅地化については、国土利用計画などを

踏まえ、関係機関と協議しながら進めてまいります。

次に、５点目の、町民や町外から訪れる方が不便を感じているデマンド交通、しんちゃんＧＯの

見直しや整備を急ぐべきではないかについてですが、現在のりあいタクシーしんちゃんＧＯの運行

見直しについて検討を行っております。見直しを検討するに当たっては、新地町乗り合いタクシー

運行委員会での意見交換のほか、利用者や幅広い方々の意見を聞くため、新たな公共交通検討座談

、 、 、 、 、 、会として しんちゃんＧＯの利用者 老人クラブ 婦人会 地域包括支援センター 民生児童委員

商工会、町内の病院、企業、商業者の皆さんにお集まりいただき、座談会形式で懇談会を開催する

、 、 。 、など 広く意見をいただく場を設けながら 検討を進めております しんちゃんＧＯの課題として

当初の目的であった商業の振興に至っていないことや、利用者が高齢化し、徐々に減少しているほ

か、町内民間タクシーの運行が不充分であるなど、しんちゃんＧＯの運行や見直しと併せ、民間タ

クシーの運行促進にもつながるような施策を検討しているところであります。具体的には、新地ま
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ちなか線はタクシー補助への変更を検討しているほか、公立病院線と拠点通過路線については、公

立相馬総合病院への通院や相馬総合高校新地校舎生徒の通学の足を何らかの方法で確保する必要が

あると考えております。今後デマンド交通の見直しに向けて、さらに詳細な検討を進めてまいりた

いと考えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 再質問いたします。７番寺島浩文議員

質問１番の体験型の施策、先ほどグリーンツーリズム、ブルーツーリズム、これは先ほどの話だ

。 、 、と県の事業でやっているというお話でございました これは県でやっているということは 町では

新地に来ている方もいるという、体験している方もいるという先ほどの話ありましたが、町ではど

ういう方が来ていてとか、そういうのを把握はできているのでしょうか。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 グリーンツーリズムの関係で、私からは農業関係の岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

部分で回答させていただきます。

先ほど回答にありました農業の部分でありますが、県の指導農業士という資格を持った、実際に

は岡地区のニラ農家に大学生が体験で研修に来ているという状況でございます。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 来ている把握はしているということですが、そういったことが、私の質問は移７番寺島浩文議員

住、定住人口を増やすということですので、この方、Ｕターンなのかどうなのかは分かりませんけ

れども、そういった意思確認とか、そういう接触はちゃんとできているのでしょうか。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 回答いたします。岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

昨年実際に岡地区のニラ農家に来た学生については、大学生でございました。そういった方の情

報をニラ農家の方と情報共有しまして、情報は確認しております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 これが移住、定住につながっているのかというのはまだはっきりはしないので７番寺島浩文議員

しょうが、あくまでもこれ県でやっている事業ですから、県に任せておけばいいという感じで考え

ているのかどうか分かりませんけれども、独自の施策として町では考えてはいないのでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 町独自の政策ということでありますが、ブルーツーリズムとかグリーンツ小野和彦企画振興課長

ーリズム、大変交流人口拡大には移住定住にもつながるということで進めたいとは思っております
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けれども、先ほど町長から答弁もありましたが、新地町独自の情報発信事業、しんち魅力体感・発

信事業、こういったものを始めましたので、まずはそこの交流人口の拡大、関係人口の拡大から進

めていきたいと思ってございます。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 交流人口の拡大というよりも、私の考えていたのはグリーンツーリズム、ブル７番寺島浩文議員

ーツーリズム、やっぱり農業体験、漁業体験をして、こちらに移住して、そういった仕事に就いて

もらうという意味合いで聞いたつもりだったのですが、今のところはということですけれども、今

企画振興課長がお答えになりましたが、今言ったような私の考え方として、農水課長としてはどの

ようにお考えでしょうか。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

まず、ブルーツーリズム、グリーンツーリズムでは、交流により経済的な活性化を図るなど、そ

ういったところで地域への価値を高めていくような効果があると考えております。実際に町では交

流の取組が様々行われていると考えております。というのは、産業まつりでは水産物の無料配布や

販売によるＰＲであったり、そういうところにも当然他市町村から来ていただいているお客さんに

は交流人口ということで関係性があると考えております。また、遊海しんちでも漁船パレードやそ

こでのＰＲ活動、そういったところでも当然交流人口の拡大にもつながって、新地のよさというと

ころを確認していただいていると考えております。ですので、そういった取組をしっかり行いなが

ら、担い手の確保であったり、定住人口の確保に努めていければと考えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 ちょっと今のところはそういった具体的な町としての施策としては考えていな７番寺島浩文議員

いようでありますが、やっぱりこれ必要なことだと私は思いますので、今後の課題としてぜひお願

いします。

次に行きます。お試し居住、これは先ほどと同じで、これも県の事業で行いましたが、応募がな

かったというお話でした。これはどういう形でこの事業をＰＲしたのか、これは県に全てお任せし

て、新地にお試し居住をしてくださいという形だったのか、それの中身をちょっと教えていただけ

ませんでしょうか。

〇 加藤伸二都市計画課長。遠藤 満議長

〇 お試しの居住につきましては、先ほど町長からの答弁ありましたとおり、加藤伸二都市計画課長

県で実施したものでございます。当時は、まだお試し居住という考え方もそれほど多かったわけで

はないと考えておりますが、県で率先して都心部にＰＲをしてきたという経緯がございまして、新
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地町だけではなく、その他地域においても実施してきた経緯がございます。その中で新地町の使え

る住宅ということで、当時は小川定住促進住宅ということで県に提供しまして、その辺りをＰＲさ

せていただいたところでございますが、残念ながら新地町に来ていただけるという方はなかったと

いうところでございます。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 ちょっと中身はあれでしたけれども、今課長が言ったように、コロナ禍という７番寺島浩文議員

ことで、そのときとは違って、地方にも目が向いてきているところだと思います。最近テレビとか

ラジオとか、様々なメディアで新地も取り上げられるようになってきまして、知名度も上がってき

ていると思います。今回町の施策として行ってもいいのではないかと私は思います。住宅は、同じ

小川定住促進でもいいと思うのです。今どういったＰＲをしたかというのは回答になかったような

気がするのですが、町のホームページには新地でくらそうという移住、定住ポータルサイトという

のがありますけれども、そういったところで募集をかけられるのではないでしょうか。そういった

考えはないのか、ちょっとお伺いします。

〇 加藤伸二都市計画課長。遠藤 満議長

〇 町長の答弁にもあったように、県内ほかの自治体もそうですけれども、提加藤伸二都市計画課長

供している住宅、集合住宅ではなくて、一般の民家をリフォームしてやっているところが多いかと

思います。実際そういったところでお試しで来ている方もいらっしゃるかとは思いますけれども、

現実的にそれほど期待しているほど、ほかの自治体も来ていないというようなことは聞いてはおり

、 、 、ますけれども 集合住宅ということで なかなか応募がちょっと少ないのではないかというような

前の福島県からの担当者からの回答もありますので、そういったことで戸建住宅、そちらが可能性

が高いのではないかなと考えております。

以上でございます。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 戸建てにこだわりますけれども、私が言ったようにお試し居住ってそんなに長７番寺島浩文議員

くいるわけでもありませんし、私は小川定住で充分だと思うのです。長くても数週間とか、それで

充分だと思いますが、ちょっとこだわり過ぎのような気もします。ただ、今のところ事業化は考え

ていないでしょうから、何度も言いますけれども、やっぱり新地を知らないと移住も考えられない

と思いますので、その辺のぜひお試し住宅、検討していただければと思います。

次に移ります。仙台圏を中心とした移住者です。先ほど11月にラジオパーソナリティー、本間ち

ゃんと呼ばれている方、そういった方を迎えて仙台圏を中心とした100名ぐらいの一般モニターツ

アーという形を行ったということでした。恐らくこれは前にも伺った福島再生加速化交付金とか、

そういったものを活用した事業だと思います。これはたしか令和７年までの事業だったと思うので
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、 、 、 。すが この事業って こういった事業は毎年 ７年までやっていくという考えでよろしいのですか

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

今議員おっしゃるとおり、財源は福島再生加速化交付金でありまして、交付金の期限は令和７年

度まで活用できるということでありますので、今年度は仙台圏を中心にこういった事業を行いまし

たが、来年度以降もいろいろ検討しながら進めていきたいと思っております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 恐らく仙台圏以外にもということでした。ただ、これ年に何回やるのか、こう７番寺島浩文議員

いったイベントやるのか分かりませんが、やっぱり仙台圏が一番身近なところだと思いますので、

。 。ぜひこれを検討していただきたいと思います 今回は鹿狼山と防災緑地がメインだったのですかね

ただ、新地にはまだまだ魅力のある施設がいっぱいありますので、ぜひその辺の観光資源も今後の

ツアーの中でＰＲしていっていただきたいと思います。よろしくお願いします。

次に、安定した雇用の場の確保についてお伺いします。１点目ですけれども、企業誘致、先ほど

の回答は今までと同じような取組、回答と感じました、いろいろ。ただ、取組も同じような、支援

策も何も同じということは、結果が同じのような気もします。今までも問合せあるいは引き合い、

交渉まで行ったところもあるのかもしれませんけれども、そういったところ、ただ駄目だったら駄

目ではなくて、追いかけて、何が問題なのか、どうやったら来ていただけるのかどうか、そういっ

た検証というか、そういうところを探って、検証していくべきだと思いますけれども、そういった

ことは充分やっているのでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

企業誘致活動の検証ということでありますが、企画振興課内に企業立地推進室を置いて取り組ん

でおります。企業誘致推進の専門委員の方も委嘱してお手伝いをいただきながら、そういった方の

ご意見とか経験も参考にしていただきながら、いろいろ検証しながら進めているところでありまし

て、今各用地興味を持っていただいて、情報交換をしている用地もございますので、進出につなが

るように進めていければと思っております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 最初の答弁でも少しこういったところが問題だという防集元地の話なんかもあ７番寺島浩文議員

りましたので、ぜひそれぞれやはり同じことをずっとやっていても、いつまでも企業は来ませんで

は駄目だと思いますので、検証しながら、ぜひ誘致できるようにお願いします。

次に、地元採用あるいはＵターン、地元にＵターンする方への採用強化ということですが、先ほ
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どＵターンの話も出ました。Ｕターン者に企業と連携してＰＲをしていくということですが、具体

的にどのようなことを考えているのかお伺いしたいと思うのですが。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

Ｕターン者対象に具体的にどのようにＰＲしていくかということですけれども、今行っているも

のとすると、先ほど話しましたが、高校生向けですけれども、町内企業の紹介、行っております。

あと、産業まつりでも町内の企業さんが商工のブースを出して、ＰＲなんかも行っております。今

後は町の広報紙とか、あとホームページ、そういった部分で町内の企業の情報を掲載できるように

何か工夫していきたいと考えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 地元の方を採用というのも当然ありますけれども、地元出身者、Ｕターン、ぜ７番寺島浩文議員

ひ出戻ってきてもらうように、その辺町としてのＰＲを、情報発信をお願いしたいと思います。

あともう一つ、Ｕターン者についてですが、Ｕターンの方というのは近くには住んでいないわけ

ですから、地元にもし戻るという気が少しでもあれば、地元の企業とか町のホームページで情報を

得ることが多いと思うのです。Ｕターン、Ｉターンでもいいのですけれども、新地に移住、定住を

考えた場合、企業の状況や仕事との内容と併せて、やっぱり新地町というところを知りたいという

こともあると思うのです。そのためまちの魅力の発信というのも必要なのではないかと思います。

これは町からではなくて、町から企業にセットで町の魅力も発信してもらえないかという、そうい

ったことはお話しできるのでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

今議員のご提案のとおり、企業側から町の魅力とか、そういった部分を紹介してもらうというの

は企業さんの協力をいただければできると思いますので、検討していきたいと思っております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 これはぜひやってもらいたいと思います。ただその企業の内容だけを見るので７番寺島浩文議員

はなくて、移住あるいはＵターンの方というのは、やっぱり新地町というところがどういうところ

かというのは非常に気になるところだと思いますので、これはぜひお願いします。

新規就農者関係についてお伺いいたします。先ほど農業次世代人材投資事業ということで、ここ

最近だと一時４人一度に新規就農者が出たのですが、その後の状況というのはどのようになってい

るのでしょうか。現状はどのようになっているかお伺いしたいと思います。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長
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〇 ただいまの質問にお答えいたします。岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

今現在７名の方がこういった制度を活用して、営農している状況です。そういった方には営農指

導になりますが、勉強会や現地に出向いた営農指導なども行っております。あわせて、専門的な営

農指導は各部会ごとに県の専門員と連携した形で技術面などの指導もしているというところでござ

います。営農指導については、技術と品質の向上、収穫増にもつながるということで、そういった

ところをとても重要と考えておりますので、県と農協、あと町が連携した形で営農指導をしっかり

して、経営の安定に努めていければと考えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 その後は、その４名以降は出ていないと私は記憶するのですが、やっぱり新た７番寺島浩文議員

な農業に対して就農者つくっていきたいとは思うのですが、次世代人材投資事業、これ県事業だと

思うのですが、町独自の新規就農者への支援というのは何か今現在あるのでしょうか。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 新規就農の支援については、今の制度も新しくなり岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

まして、準備の部分でも国で手厚く支援がされているというところで、今のところ国、県の補助制

度に従った形で支援をしているという部分になります。あわせて、町では就農の相談体制の強化と

、 。いうことで 農協と県と関係機関と連携した形で新規就農チームというところをつくっております

あとあわせて、相談に来たときに窓口でしっかり相談できる体制ということで、就農までの相談で

きる体制を町としては整えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 金銭的な面だけではなくて、やっぱり営農指導をいろいろ、そっちも重要だと７番寺島浩文議員

思いますので、ぜひ対応をお願いします。

ただ、今言った次世代人材投資事業、たしか50歳までとなっていたと思うのですけれども、新規

就農はやっぱり若い世代だけではないと思います。農業に関しては、以前から定年後に就農する方

というのも結構いるのです。そういった方も大きな戦力だと思うのです。地元の方もそうですが、

コロナ禍によって、定年後にＵターンして、こちらで農業を始めるという方も増えているようなの

です。そういった定年後に新規就農する方にもぜひ目を向けていただいて、町として何か支援も考

えていただきたいと思うのですが、これは答えられないかもしれませんが、ぜひお願いしたいと思

います。回答があれば。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

やはりそういった方も多いと思われます。町としては、経営指導ということで、町の特産品であ
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るニラなどの経営の計画性が立てやすい、そういった作物など推奨作物、そういったところも指導

しながら、支援していきたいと考えております。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 そういったＵターンの方なんかも、移住人口が増えていくわけですから、ぜひ７番寺島浩文議員

よろしくお願いします。

ご提案としては、今言ったような方に対して、町内の耕作放棄地も増えていますし、農地も貸し

たい、売りたいという人も多いと思います。そういったことから、今担当農水課、あとはＵターン

すれば住宅も関係してきます。あとは、町の魅力を発信することといえば企画振興課も関係してき

ます。そういった各関係する課でぜひセットで魅力を提案していただければと思います。そのほう

がやっぱり移住してくる方も新地の魅力をよく感じられるのではないかと思いますので、これはお

願いいたします。

住宅です。空き家、空き地の再利用。今までも空き家、空き地バンクの充実ということを何度も

言ってきましたけれども、なかなか登録が難しいようです。しかし、再利用できる空き家というの

は限られていますし、時間がたてばもっと再利用できなくなっていきます。そういったことが各地

区の住民の方、あるいは区長さんあたりからでもいいのですが、新しい空き家の情報を収集して、

可能であれば所有者との橋渡しもしていただいて、再生できる可能性の高い空き家を登録していた

だく必要があると思います。そういったことが受皿にもなるのではないかと思いますが、いかがで

しょうか。

〇 加藤伸二都市計画課長。遠藤 満議長

〇 今のご質問でございますが、各行政区長さんと連携しながら、空き家の情加藤伸二都市計画課長

報をもらったらいかがかということだと思います。町としましても、現在の空き家、正確なところ

、 。をちょっと把握はしておりませんので そういったところも含めて検討してまいりたいと考えます

以上でございます。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 残り時間も少ないので、次のしんちゃんＧＯに移ります。まだ正式な運行シス７番寺島浩文議員

テム決まっていないようでありますけれども、現在は今当然コロナ禍で、全国旅行支援など観光需

要喚起策として国でも積極的に旅行支援を行っていますし、町でも質問の１、２で答弁にあったよ

うに、どんどんモニターツアーなどを行っていって、町外からの多くの観光客などを受け入れよう

としております。ただ、肝心な交通システム、公共交通機関あるいは２次交通として使える公共機

関、これがないのです。これを早く運行を始めないといけないと思うのですが、これいつまでにや

る計画なのでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長
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〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

デマンド交通の見直し、いつまでということでありますけれども、まだ見直し案がはっきり決定

しておりませんので、具体にいつということは言えませんけれども、早く見直しできるように検討

は進めていきたいと思ってございます。

以上です。

〇 ７番、寺島浩文議員。遠藤 満議長

〇 今も言ったように、本当に今どんどん新地に人を呼んでこようという事業もや７番寺島浩文議員

っている中で、やはりここを早く整備しないといけないと思いますので、ぜひここを本当に早急に

整備していただきたいと思います。これが交流人口拡大あるいは新地のイメージというものもつな

がると思いますので、やっぱり交通の便の悪いところはちょっとねという、移住、定住考えたとき

にそういったイメージを持たれると非常に評価が下がってしまいますので、ぜひお願いしたいと思

います。

以上をもって質問を終わります。

〇 これで７番、寺島浩文議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

ここで昼食のため休憩をいたします。

午前１１時５４分 休 憩

午後 １時３０分 再 開

〇 それでは、再開いたします。遠藤 満議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

６番、吉田博議員。

〔６番 吉田 博議員登壇 （拍手）〕

〇 議席番号６番、吉田博です。一般質問をいたします。６番吉田 博議員

サッカーワールドカップ予選リーグを突破した日本。決勝トーナメント１回戦で惜しくもクロア

チアにＰＫ戦で敗れ、念願の８強入りはなりませんでしたが、大いに日本のサッカーファンを沸か

せてくれました。そして、これからもサッカーに憧れを持つ子どもたちが多くなることと思います

が、一部の報道では、コロナ感染者の多くは10代前後の若い世代に多く、その感染源がスポーツ団

体に属する子どもたちが多いということに私としては大変危惧をしているところであります。１年

前までは、町内の感染者が５名ということでありましたが、今現在650名とも700名とも言われてお

。 、 、ります 新型コロナの特効薬が一日も早く処方でき 大人もお友達も安心してスポーツや野外活動

そして日常生活を楽しめる日が早く来ることを願ってやみません。

さて、私の本議会の一般質問は、町営住宅の維持管理体制と旧新地高等学校の跡地利用について

であります。
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初めに、新地町町営住宅の維持管理体制についてお伺いいたします。私の記憶では、この町の住

宅として建設されたのは尚英中学校の西側に長屋形式の愛宕住宅でありますが、もうかれこれ50年

ぐらい前になるでしょうか。その後も駒ケ嶺や福田地区に少しずつ町営住宅が建てられ、その後小

川に鉄筋コンクリート５階建ての雇用促進住宅が建設されたように思います。そして、最も新しい

のが東日本大震災後に建てられた災害公営住宅であると思いますが、当初建てられた町営住宅は老

朽化しつつあり、そろそろ建て替えの時期に来ているものと思います。

そこで、１件目の質問でありますが、現在町営住宅の維持管理についてお伺いいたします。初め

に、町営住宅の総戸数と入居戸数及び空き室の数をお伺いいたします。

２番目に、空き室数のうち入居できないところがあれば、その戸数と理由をお伺いいたします。

３番目に、旧雇用促進住宅が町営住宅と定住促進住宅に分別されておりますが、その理由と経緯

についてお伺いいたします。

４番目に、小川町営住宅の上層階に高齢者が入居しております。エレベーターやエスカレーター

がありませんので、階段の上り下りには大変苦労しているようであります。希望者には１階の定住

促進住宅に入居できないものかお伺いいたします。

次に、２件目ですが、昨年度から福島県立新地高等学校が福島県立相馬総合高等学校新地校舎と

なりました。来年度をもって新地校舎はなくなると聞いております。旧新地高等学校の跡地利用に

ついては、福島県で決定することとなると思いますが、町としてもある程度の利活用を考え、要望

することが必要と思いますが、次の３項目について、町長のお考えをお聞かせいただきたいと思い

ます。

、 。１つ目に 旧新地高校の跡地利用は町としてどのような考えを持っているのかお伺いいたします

２番目に、土地、建物の所有は福島県と思いますが、町として早い段階で県立の施設整備を検討

しておくべきと思いますが、町長のお考えをお伺いいたします。

３番目に、全国的に介護要員が少ないと言われております。介護職員が少ないため、介護施設の

部屋が空いておりましても、入居できないという施設が多くあるとのことであります。何十人待ち

という施設もあるようであります。これまで外国からの介護要員を募ったりしておりますが、コロ

ナ禍にあっては、なかなか外国からの介護要員は入国困難であり、この校舎を利用して、介護要員

資格取得の施設として利活用するなどの提案をしてはどうかと思いますが、以上、２件、７項目に

ついて町長のお考えをお伺いいたします。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〔大堀 武町長登壇〕

〇 ６番、吉田博議員の質問にお答えをいたします。大堀 武町長

初めに、新地町営住宅の維持管理体制等についての１点目、町営住宅の総戸数と入居戸数及び空

室数を伺うについてですが、町が管理している住宅は大きく２種類あります。１つ目は公営住宅法
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で定められている町営住宅、２つ目は町の条例に基づき管理している定住促進住宅、若者定住促進

住宅であります。本年11月末現在の管理戸数の入居状況は、町営住宅については、全218戸のうち

入居者数が187戸、空室戸数は31戸となっており、定住促進住宅、若者定住促進住宅につきまして

は、全68戸のうち入居者数35戸、空室が33戸となっております。

次に、２点目の、空室数のうち入居できないところがあれば、その戸数と利用を伺うについてで

すが、長屋タイプの旧愛宕住宅については空き７戸がありますが、老朽化が進んでいることから政

策空き家としており、新たな募集は行っておりません。駒ケ嶺駅前町営住宅につきましては、空き

２戸となっておりますが、本年３月の福島県沖地震により被災箇所の修理を行っておりますので、

現在募集をしておりません。しかし、災害復旧工事が完了した後、速やかに募集を行う予定であり

ます。

次に、３点目の旧雇用促進住宅が町営住宅と定住促進住宅に分別されている理由と経緯を伺うに

ついてですが、平成13年12月に閣議決定された特殊法人等整理合理化計画において、雇用促進住宅

については早期廃止が決定されました。その後平成20年度末までに町から譲渡希望の回答がない場

合、または民間においても売却が不調の場合は、閣議決定に基づき、雇用促進住宅新地宿舎は廃止

するとされました。町では、廃止になった場合、入居者が町外に転出することも考えられることか

ら、政策調整会議において町が取得し、定住促進賃貸住宅として活用していくという方針を決定い

たしました。その後議会全員協議会やまちづくり懇談会等で町の検討状況について説明しながら、

庁内で詳細について検討を進めてまいりました。その中で、定住促進対策として、町内に居住を希

望する共働き世帯や子育て世帯、結婚のため住居を必要とする方などのニーズに対応した住宅を供

給するため、町単独住宅である小川定住促進住宅を整備することと、併せて低所得者層が生活や住

居の安定を図るため、低廉な家賃で入居できる公営住宅として小川町営住宅を整備することで検討

を進め、平成21年３月、譲渡受入れ費用を盛り込んだ当初予算の議決を受けて、雇用促進住宅新地

宿舎の譲渡受入れと小川定住促進住宅及び小川町営住宅の整備を進めてきたところであります。

次に、４点目の小川町営住宅の上層階に高齢者が入居しており、希望者には１階の定住促進住宅

に入居できないか伺うについてですが、さきの答弁において小川住宅の運用の区分についてお答え

しましたが、１階から３階を定住促進住宅、４階、５階を町営住宅として運営しております。町営

住宅と定住促進住宅では、入居資格要件が大きく異なっております。その部分は総所得要件であり

ますが、町営住宅の部分においては、公営住宅法が適用となっておりますので、前年度の世帯の総

収入から算出した所得の月額15万8,000円未満の方が入居要件となっております。一方、定住促進

住宅については それを上回る所得層の方が入居できる住宅として整備しておりますので 月額15万、 、

8,000円以上の方が入居要件となっております。しかし、入居当時からそれらの入居の要件状況が

変わっている場合もありますので、ご質問のような方においては、必要な入居要件を満たした場合

においての移転は可能であると考えております。また、４階、５階の町営住宅に入居されている方
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が身体的な事情により階段の昇降が難しい場合などは、低層階である他の町営住宅に移転すること

も可能であると考えております。

次に、旧新地高校の跡地利用について。１点目、旧新地高校の跡地利用は、町としてどのような

考えを持っているのか伺う。２点目の土地、建物の所有は福島県と思うが、町として早い段階で県

立の施設整備を検討しておくべきではないか伺う。３点目の、全国的に介護要員が少ないと言われ

、 、ており この校舎を介護要員資格取得の施設として利活用するなどの提案をしてはどうかについて

関連がございますので、一括してお答えをいたします。旧福島県立新地高等学校は、明治39年に教

育に対する村民の熱い思いで新地村実業補習学校として開校し、創立150年の歴史を持つ伝統誇る

学校でありましたが、ご承知のとおり県立高等学校改革により福島県立新地高等学校と福島県立相

馬東高等学校が統合し、福島県立相馬総合高等学校新地校舎と改称して教育活動を展開しておりま

す。現在新地校舎では、２年生、３年生合わせて83名の生徒が学んでおり、町の事業である読書感

想画コンクールや町内清掃ボランティア活動等にも参加、活躍しております。旧新地高等学校は、

相馬総合高校の新地校舎として間もなく１年が経過しようとしておりますが、在籍している生徒た

ちが進学、就職活動に励んでいるこの時期に跡地利用等に言及することは、県や学校関係者を含め

社会にも様々な波紋を投げかけ、多くの思惑が飛び交うことが推測されます。つきましては、公的

な場面において不確実な予想で申し述べることは適切ではないと判断し、跡地利用に関した質問へ

の答弁は控えさせていただきます。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 ただいまのお答えについて、再度質問いたします。６番吉田 博議員

まず、１番目の町営住宅の総戸数と入居戸数及び空室数について質問いたします。町営住宅で

218戸、それから定住促進住宅で68戸というような数字でありますけれども、今私が町の町営住宅

の全戸数が新地町の町営住宅の管理規程の中に入っておりますが、町長が言った218の町営住宅、

、 。 、 、それから促進住宅の若者定住が68というような これ合わせると276戸になるのです ただ 今朝

、 、私この災害公営住宅を見てきたのですけれども 私が計算したら230云々の数字なのですけれども

分かっている戸数というのは合わないというのはどういったことなのでしょう。

〇 加藤伸二都市計画課長。遠藤 満議長

〇 ただいまの質問にお答えします。加藤伸二都市計画課長

条例はまだちょっと修正をしていないのですが、ご承知のとおり災害公営住宅の払下げを今行っ

ておりまして、災害公営住宅につきましても、町営住宅としてカウントしてございます。今年度に

おきましても、中島災害町営住宅、こちらの払下げも実施しますので、この辺りの払下げが完了し

ましたら、条例の改正をしたいと考えてございます。

以上でございます。
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〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 今課長が言った戸数なのですけれども、新地町の町営住宅の管理規程に掲載さ６番吉田 博議員

れている、この管理規程そのものが、この条例の附則は今見ますと平成26年の１月３日となってい

るのです。これが26年って、今から何年前になるか分からないのですけれども、やはり１年に４回

の議会がやっているものですから、せめて年に１回ぐらいの条例改正というのはできるのではない

かと思うのですけれども、私の持ってきた資料が間違っているのかどうか改めてちょっとお伺いし

たいのですが、これ平成26年１月３日から施行するとなっているのです。一番最後の、住宅の戸数

の書いてある条例。その後にまた新しく条例改正したのですか。私の持っている、これ今朝うちの

パソコンから引っ張ってきた例規集なのですけれども、この後に新たな条例改正はしているのです

か。

〇 加藤伸二都市計画課長。遠藤 満議長

〇 東日本大震災以降、災害公営住宅を整備してきましたので、その際にも整加藤伸二都市計画課長

備が完了してから条例の戸数関係、それについては改正した経緯がございます。今回もそれと合わ

せたような形になっていますけれども、それぞれ各団地払下げを実施してきておりますので、そち

らが完了した後に改正をしたいと考えておりましたので、現段階ではそれ以降は改正をしておりま

せん。

以上でございます。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 そうしますと、この住宅の名称、それから棟番号とか構造、戸数、これは書か６番吉田 博議員

れているのは、ちょっと言い方が悪いかも分からないですけれども、これは当てになる数字ではな

いというようなことでよろしいですか。というのは、これ条例ですから、変わった時点で住宅の総

戸数とかなんとかというのはやっぱり変えるべきではないかと思います。ここのところでそんなど

うのこうのと言うつもりはないのですけれども、ただこれ見た場合に、災害公営住宅は、そこに５

年ぐらい入っていれば、今言ったように入居者に売るというのですか、そういうようなことありま

すよね。それが当然私ちょっと聞いたのだけれども、大戸浜とか、あるいは雁小屋に入っている人

たちが、私これ払下げ受けたのですといっても、条例上は払下げになっていなくて、町営住宅にな

っているのです。したがって、もっと早い段階で、せめて１年に１回ぐらいは売買やった後に条例

改正というのをやるべきではないかと思いますが、どうですか、町長。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〇 今議員のご指摘のとおり、大変申し訳なく思っております。今言われたとおり早急大堀 武町長

に条例改正の部分を進めていきたいと。あとは、動いているときは少し１年ぐらいということで議

、 、員からも言われましたので その辺を見計らいながら条例改正を提案していきたいと思いますので

今回はひとつ申し訳ないということで、おわびをしておきたいと思います。
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以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 そういうことですので、やはり早め早めのうちの改正というようなことをお願６番吉田 博議員

いいたします。

それから、４番目の小川の高齢者住宅なのですが、やはり先ほどの説明で入居の、所得によって

値段が違う。そしてまた１階から３階に住める人、４階、５階に住める人が違うのだというような

説明がありました。ただ、その後に、ここの４階、５階に住んでいる高齢者の方には、状況を見計

らって、ほかの住宅に移ってもらうというようなことも考えているというようなことでありますけ

れども、ただ小川の公営住宅に住んでいる人は、ではここを離れてどこかに行こうかと言っても、

やはりあの小川の住宅に住んでいるというのはお互いのコミュニケーションができるのではないか

と思うのです、お友達がいたり。そこから別なところに離れるというようなことは、なかなかもど

かしいようなふうにもなるのではないかと思います。したがって、定住住宅とか町営住宅と分かれ

てはいるのだけれども、ある程度この条例にもあるように高齢者については階段とか、そういった

ことについて、規則の２条12項とか18項、通路は共有部分、こういったところの条例の、あるいは

規則の中に、町営住宅の通行の用に供する共用部分は高齢者等の移動の利便性及び安全性の確保を

適切に図るのだというような、そして図るための措置を講ずるというようなこともうたっておりま

す。そしてまた、通路については日常生活の利便性、通行の安全、そして階段等には高齢者等の通

行の安全に配慮するのだというような条項があります。したがって、先ほど説明があった15万

8,000円云々の上下だけでなくて、こういった条例でうたっているような配慮で４階、５階に住む

高齢者の、いわゆる町営住宅に住む高齢者の方に定住促進住宅の１階から３階に住めるような方法

というのは、私はこの条文からいってあるのではないかと思うのですけれども、その辺はもう一度

ご答弁をいただきたい。

〇 加藤伸二都市計画課長。遠藤 満議長

〇 ただいまのご質問にお答えします。加藤伸二都市計画課長

先ほどおっしゃられた施行規則は、町営住宅の施行規則ということでございますので、あくまで

も４階、５階に限っての内容となっておりますので、１階から３階部分につきましては、定住促進

住宅の条例で運営をしていくものと考えております。ただ、今おっしゃられたような内容につきま

しては、今回の雇用促進住宅が払下げを受けたときの運営方法につきまして、政策調整会議等々で

決定した内容となっておりますので、それらの内容を変えるような形になってくることだと思いま

すので、その辺は今後とも住んでいる方の話ですとか、そんなものをいろいろ聞きながら、どのよ

うな方向に持っていくべきかはまた政策調整会議等々で諮らなければならないと考えておりますの

で、今回のご質問につきましては、今の段階ではちょっとできないということで答弁とさせていた

だきたいと思います。
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以上でございます。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 確かに今このような条例があるので、それをないがしろにして変えるというよ６番吉田 博議員

うなわけには当然いかないとは思います。しかし、新地町に住んでよかった、生まれてよかったと

いうような、そういうような町ではスローガンを掲げているわけですから、やはりそれに見合った

ような優しい規則をつくるべきではないかと私は思っておりますので、また法改正なりなんなりと

いうようなことに対しても充分考えていただきたいと思います。

、 、 、 、 、次に 新地高校の件でありますけれども 先ほど町長が 関連するので １番目から３番目まで

では一括して答弁するというようなお話でございましたので、私も一括した再質問をさせていただ

きたいと思います。まず、町長が今言ったように、まだ在校生もいるのだから、そこのところの中

でああしよう、こうしようというのはいかがなものかというようなことでありましたけれども、決

して私はそれを声に出して言うべきものだというようなことは質問はしておりません。ただ、さき

に東日本大震災のときにサポートセンターを県でつくっていただいて、それを町で譲り受けたとい

うか、払下げした。それが今残っていますけれども、このサポートセンター、実質的には、私質問

したことあるのですけれども、使っていないような状態になっております。ただ、原地区の方々が

集会等で使っているというような例はありますけれども、せっかくもらった施設なものですから、

やっぱり有効活用が必要でないかと思います。そこで、私３番目にお話ししました学校施設という

ことでの再利用なんです。文科省のホームページを見てみますと、日本全国で小中高の学校が統廃

合したり廃校になったりして、年間に5,000から7,000の校舎が空いているというようなホームペー

ジにありました。しかし、その７割が利活用されている。あとの３割は、やっぱり老朽化して使え

ないというようなことが書かれておりました。したがって、先ほどの町長の答弁の中で、今入って

いる学生がいるので、そういったことは慎むべきだというような話でございます。私もそのとおり

だと思います。ただ、内部として、町として、これを町に払い下げてもらう場合に何に使おうかと

か、あるいは私は個人としては町で払い下げるべきでないと思うのです。先ほど言ったように、サ

ポートセンターのように、町でもらったがために、あそこのところを今度修繕して使うとか、壊し

たって町の費用負担になるわけですから、私はひとつ県の施設として利活用するような考えで、町

で今から検討してはどうですかというご提案をしているわけです。その点についてご回答をいただ

けませんか。

〇 佐々木孝司教育長。遠藤 満議長

〇 議員の質問にありますように、あと今おっしゃられたように相手がいます。そ佐々木孝司教育長

れも県の所有物ですので、それについてどのような方向性ということについて、公的な場で、たと

え心にあったにしろ、町長が述べるということはちょっと違うだろうと思います。先ほどの答弁で

も慎重な町長の答弁姿勢があったので、それが適切かと私は思っております。全体的に見まして、
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先ほど議員からおっしゃられたように、県のものは、財政的なことを考えれば、県で何かを造って

いただけるということであれば、そうしたことは肝に銘じておきたいと私は思っております。

ただ、３番目については、ある程度情報提供はできるかなと思っております。いわゆる介護要員

という言葉が出てきたのですが、実は看護、介護と各種学校あるいは専修学校と仙台市はもとより

福島県内の福島市、郡山市、いわき市といろいろ聞き及んでおりますが、どうしても新しくこちら

まで出てくるようなことは不可能だろうと。なぜ不可能かというと、やはり財源的なこともあるの

でしょうけれども、一番は少子化です。仙台辺りだと、仙台のほうでも相双地区から学生が欲しい

ぐらいだと、ぜひこちらによこしてくれというような意見をいただきました。それと同時に、指導

者を発掘しないと、とても学校どころではないと。学生もいないのだけれども、指導者もいないと

いうのが現実でございます。この辺はお含みおきいただきながら、今の状態はそんな状態だという

ことと理解しております。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 今教育長がおっしゃったことも分からないわけではありません。ただ、私が思６番吉田 博議員

、 、 、 、 、うのは なぜ県立にこだわるかということは 今この県全体を見ても 特に浜通り見ても いわき

それから双葉、相馬見たときに、県立の施設というのは新地ではたった１つの県立新地高校だけだ

ったのです。あとは、お隣の相馬見れば、県の施設いっぱいあります。県の港湾事務所もあるし、

それから水産物の試験場もあるし、農業試験場もあるし。原町なんか、それはもう数え切れないぐ

らい。原町というか、南相馬。そして、双葉地方には県のシステムがどんどん、どんどん進出して

います。そして、この浜通りの一番大きな市であるいわき市には、相当な数の国なり県の施設があ

るのです。最後の県の施設だった新地高校、今でも約100名近い人がいると思うのです。この人た

ちが今度来年、再来年にはもういなくなってしまう。いわゆる関係人口というのですか、そういっ

た人がもう新地から去っていくわけです。そして、何人かの議員からも質問があったように、やは

り交流人口が少なくなってしまう。ですから、新地高校は県の施設として使ってほしいというよう

な方向で皆さんで協議したらいかがですかというような提案でございます。何回も言うようですけ

れども、学生が今勉強しているところに、私たちがいなくなったらどうするのだ、こうするのだと

いうのは、これは私はできることではないと思います。でも、内々のうちに、あるいは県から打診

、 、あったときに 新地町で使うようなどんな施設にするか何か用意がありますかというようなときに

すぐに答えられるような、そういう内々のお話合いというのも必要ではないですかということを今

投げかけているのです。それについて、もう一度答弁いただけたらありがたいと思いますが。

〇 佐々木孝司教育長。遠藤 満議長

〇 同じように高校が統合される町がございます。そちらのこんな形で進めていき佐々木孝司教育長

たいという動向については情報交換はしております。ので、タイムリーな時期をきちっと見計らっ
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て、考えはまとめてまいりたいと考えております。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 やはり私も新地町で生まれ育って、ここまでお世話になってきた身でございま６番吉田 博議員

すので、少しでも新地町が発展するようなよりよいまちづくりをして、町民が、ああ、住んでよか

った、生まれてよかったというようなまちづくりにするためには、少しでも多くの人たちがこの町

に残るような、交流人口を拡大できるような、そういうまちづくりにしていただきたいというよう

な願いを込めて、私の一般質問を終わります。

〇 これで６番、吉田博議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

◎散会の宣告

〇 以上で本日の日程は全部終了いたしました。遠藤 満議長

区長さんたちには大変ご足労いただきまして、傍聴ありがとうございました。

これで散会いたします。

ご苦労さまでした。

午後 ２時１３分 散 会
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午前１０時００分 開 議

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。遠藤 満議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎一般質問

〇 日程第１、一般質問を行います。遠藤 満議長

演台でのマスクを外しての質問及び答弁を認めます。なお、自席での質問及び答弁は、マスクの

着用をお願いします。

通告順に発言を許します。

10番、井上和文議員。

〔10番 井上和文議員登壇 （拍手）〕

〇 皆さん、おはようございます。一般質問を行います。10番井上和文議員

長引く新型コロナウイルス感染症の影響と物価高騰が町民生活を直撃しております。食料品の相

次ぐ値上げや東北電力の値上げをはじめとする水光熱費が家計を圧迫し、特に新地町は東日本大震

災と原発事故や２度にわたる大地震で苦難の連続の中にあることから、なおさら影響が大きいと思

います。本当に大変なのだという声もございました。国、県の支援策待ちでなく、暮らしとなりわ

いへの直接支援の打ち出しが求められている中で、子どもを安心して産み育てられる環境づくりに

ついて、コロナ感染拡大と物価高騰に対する支援策の２点についてお伺いをいたします。

最初に、子どもを産み育てられる環境づくりについてお尋ねをいたします。第１に、学校給食費

の無料化についてお伺いをいたします。新型コロナ第８波に入り感染者が増大し、先般の全員協議

会では、町内でも感染者は700人ぐらいになっているのではないかとの話がございました。また、

東北電力の電気代値上げはもとより、食料品、生活用品の値上げが続いており、年末を迎え、大変

な生活状況であることが推察されます。特に子育て世帯にとって、教育費の負担は重くのしかかっ

ております。こういう状況の中で、学校給食費の無料化が全国で広がっております。今年の10月か

らコロナ臨時交付金を活用して約５億円の予算を計上し、青森市が無料化を実施をいたしました。

来年度以降も継続するとのことです。中核都市としては、全国で初めてのようであります。また、

東京葛飾区では17億円を計上して、来年度から実施するなど、全国では地方創生臨時交付金を活用

、 、 。し ８割を超える自治体が無料化を始め 学校給食費の保護者負担軽減をしておるようであります

福島県内では、今年７月現在で75パーセント、45自治体が無料化等を実施をしております。このう

ち、相馬市、南相馬市、飯舘村をはじめ、23市町村が全額無料、６割から９割補助が３町村、半額

補助は８市町村、一部補助は新地町も含め11市町村です。憲法第26条では 「義務教育は、これを、

無償とする」と規定し、学校給食法では、給食は教育の一環であるとうたっており、国会では、文

令和４年１２月定例会
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科大臣並びに岸田首相が自治体の判断で補助することは妨げないと答弁をしております。さらに、

、 。平成30年９月 新地町議会は学校給食費の無料化を求める意見書を全会一致で可決をしております

学校給食費は、年額５万円から６万円弱と、保護者が学校に納めるお金の中で最も高額であり、無

償化することにより、保護者の負担は大きく軽減されます。新地町も学校給食の無料化を実施すべ

きではないかと考えますが、いかがでしょうか。ご所見をお聞かせください。

次に、国保税18歳以下子どもの均等割の軽減についてお伺いをいたします。現在の国保税は、所

得割、資産割、平等割、均等割で計算されています。ここ数年で資産割の割合が低くなり、所得割

、 、 、中心となっていますが 均等割があるために 人員が増えるほど税金が上がる仕組みとなっており

特に子育て世代は子どもが増えるほど、本来は喜ばしいわけでありますが、税金が増えていくとい

うことになってまいります。まさに子育て支援に逆行しておるわけであります。今年度から就学前

まで減免されるようになりましたが 子どもを安心して産み育てられる環境づくりのためにも 18歳、 、

以下の子どもの均等割減免を実施すべきではないでしょうか。ご所見をお伺いいたします。

、 。大きな質問の２つ目は コロナ感染拡大と物価高騰に対する支援策についてお尋ねをいたします

コロナウイルス感染者は、11月15日に約２か月ぶりに10万人を超しました。今日のニュースでは、

14万人を超えたようであります。北海道は過去最多、県内でも連日2,000人を超えて、11月15日発

表で2,735人、第８波に入って病床使用率が68.2パーセントに達するなど、感染者が増えれば、た

ちまち医療が逼迫することが明らかになりました。この長引くコロナ禍の影響や物価高騰が暮らし

を直撃しています。国の支援策は、非課税世帯や低所得世帯等々に物価高騰対策として、現金支給

等を実施をされておるわけでありますが、全世帯対応への支援はございません。先日、臨時議会で

全世帯に災害用品、衛生用品の支給を決めましたが、物価高対策としての支援ではありません。先

般、何人かの町民から、山元や亘理では町民に商品券を配布しているようだが、新地町ではどうな

っているという声も上がりました。物価高、コロナウイルスの第８波に加え、東日本大震災を含め

３回の地震災害を受けている町民のコロナ禍、物価高対策に対する全世帯支援のご所見をお聞かせ

いただきたいと思います。

次に、商工業、農林水産業の現状と支援についてお尋ねをいたします。物価高騰が町民の暮らし

に襲いかかっているわけですが、特に商業はここ数年で町内の魚屋さん、自転車屋さん、電気屋さ

んなどが廃業し、町内に活気がないという声が上がっています。また、農漁業など、農林水産業で

はコロナウイルス感染症による需要減に加え、肥料代、飼料代、燃油等の値上げにより、経営の存

続もまた大変な状況です。昨日もお話がありましたが、７人の新規就農者が出ている我が町におい

ても基幹産業である農業を将来とも継続していけるかが鍵となってまいります。コロナ禍や物価高

騰の現状における商工業、農林水産業の現状と支援策についてお聞かせください。

以上です。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長
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〔大堀 武町長登壇〕

〇 10番、井上和文議員の質問にお答えをいたします。大堀 武町長

初めに、子どもを産み育てられる環境づくりの１点目、学校給食費の無料化についてですが、法

律で定める学校給食法の第16条において、学校給食に要する経費は保護者の負担とすることがうた

われており、その在り方については学校設置者の市町村が判断すべきものとしております。このこ

とから、県内の市町村においても学校給食の無償化や半額補助、一部補助等の取組を行っておりま

す。本町におきましても、令和元年度から学校給食で使用する米の購入に係る経費の全額補助を行

っております。令和３年度の小中学校給食費のうち、米飯に係る経費として町が助成している金額

が522万9,744円、児童生徒１人当たりの米飯に対する助成金が給食経費に占める割合は約14パーセ

ントとなっております。これにより、１食に係る経費は小学生１人当たり280円、中学生320円と、

保護者の負担軽減につながっております。また、生活保護を受給している世帯やそれに準じた世帯

など、経済的な理由で就学が困難な児童生徒の保護者に対しては就学援助制度を適用し、学校給食

に係る経費を町において補助し、義務教育を受けるために必要な支援を行っております。町として

は、今後も継続して本事業に取り組み、子育て世帯の支援に努めてまいります。

次に、２点目の国保税18歳以下子どもの均等割免除についてのご質問にお答えいたします。ご承

知のとおり、本町における国民健康保険税の基礎税額につきましては、福島県国民健康保険運営方

針に基づいて、国民健康保険法施行令で規定された国保加入者の人数に応じて均等に負担すること

を基本として算定しております。そのような中で、全世帯対象型の社会保障制度を構築するための

健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、令和４年４月１日から未就学児の均等割額の軽

減措置が行われました。子育て世代への経済的負担の軽減の観点から、一律に未就学児の均等割額

の２分の１が軽減されることになります。また、国民健康保険税率の県内均一化に向けた検討が進

められている中で、独自の軽減措置を講じた結果、国民健康保険税の算定方式に格差が生じること

は望ましくないという面があることを考えると、現行どおりの法制度に基づく負担をしていただく

ことが本来の姿であると思います。18歳以下の子どもの均等割免除は、応益による被保険者数の減

少により、均等割の単価が増えることになり、結果的に応能割合である所得割や世帯数による平等

割に跳ね返ってきますので、免除対象外の皆様に相当額を負担していただくことになりますことか

ら、軽減措置は今現在考えておりませんが、低所得世帯に対する国保税算定では一定の世帯の所得

に応じた７割、５割、２割の軽減措置を行っておりますので、ご理解願います。

次に、コロナ感染拡大と物価高騰に対する支援策についての１点目、全世帯に対する支援につい

てですが、内閣府では新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止とともに、感染拡大の影響を受け

る地域経済や住民生活を支援し、地方創生を図るため、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策が

令和２年４月７日に閣議決定をされ、国民の命と暮らしを守る安心と希望のための総合経済対策が

令和２年12月８日閣議決定及びコロナ克服・新時代開拓のための経済対策が令和３年11月19日閣議
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決定への対応として、地方公共団体が地域の実情に応じてきめ細やかに必要な事業を実施できるよ

、 。 、う 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を創設しています 地方創生臨時交付金は

新型コロナウイルス感染症対応のための取組である限り、原則、地方公共団体の考えで使用可能と

なっておりますが、その都度配分される中での使用の目的も明示をされております。また、感染拡

大に対する都道府県による営業時間短縮要請や、それに伴う協力金の支払い等の機動的な対応を支

援するため、令和２年11月に協力要請推進枠を創設しています。さらに、緊急事態宣言の発出によ

り人流が減少し、地域経済への影響が全国的に生じることを踏まえ、その影響を受ける事業者に対

し、都道府県が地域の実情に応じた支援の取組を確実に実施できるよう、特別枠として新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（事業者支援分）を令和３年４月に創設しています。令和

３年11月12日に政府対策本部で決定された、次の感染拡大に向けた安心確保のための取組の全体像

において、日常生活や経済社会活動における感染リスクを引き下げるため、ワクチン接種や検査に

よる確認を促進することが有効であるとして、都道府県による検査無料化の取組に対し支援を行う

検査推進枠を令和３年12月に創設しています。令和４年４月26日に原油価格・物価高騰等に関する

関係閣僚会議で取りまとめられた、コロナ禍における「原油価格・物価高騰等総合緊急対策」にお

いて、コロナ禍において原油価格や電気・ガス料金を含む物価の高騰の影響を受けた生活者や事業

者の負担の軽減をするとされたことを踏まえ、コロナ禍における原油価格・物価高騰対応分を令和

４年４月に創設しました。令和４年９月９日の第４回物流・賃金・生活総合対策本部において、エ

ネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地域の実情に合わせて

必要な支援をきめ細やかに実施する地方公共団体の取組に、より重点的に、効率的に活用される仕

組みへと見直しを図りつつ、対策を一層強化するため、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地

方交付金を令和４年９月に創設しました。

当町では、令和２年度からこれらの新型コロナウイルス地方創生臨時交付金を活用し、感染防止

対策、町民の生活・暮らしへの支援、事業者への資金繰り対策や事業継続支援など、様々な事業を

行ってきました。全世帯に対する支援としましては、11月４日に開催された令和４年第６回新地町

、 。議会臨時議会においてご承認いただきました 防災・衛生用品の全世帯への配布を実施いたします

新型コロナウイルス感染症の感染予防及び感染症拡大抑制と災害時の備えのための防災・衛生用品

をリュックに詰めたものを全世帯に配布するものであります。新型コロナウイルス地方創生臨時交

付金を活用し、町としてどのような事業を実施していくかは、交付金配分が通知され次第、庁内各

、 。課において候補事業を出し合い 庁議の中で優先順位をつけながら実施しているところであります

、 、 、今後も国から交付金の配分があった場合については 町の情勢を見ながら検討し 優先順位をつけ

実施してまいりたいと考えております。

第２点目の商工業、農林水産業の現状と支援についてですが、町内商工業の現状については、製

造業は扱っている品目により、好調、不調が分かれているような状況でありますが、飲食店等コロ
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ナ禍の影響が長引いている業種や運送業など、エネルギー価格等物価高騰の影響を受けている業種

もあります。このようにこれまでのコロナ禍の影響にプラスして物価高騰の影響も受けている状況

となっております。商工業の支援についてですが、当町では新型コロナウイルス地方創生臨時交付

金を活用し、事業者への資金繰り対策や事業継続支援など、様々な事業者支援を行ってきました。

今年度は、町単独の事業者支援として新地町中小企業等事業復活支援給付金の支給を行いました。

新型コロナウイルス感染症拡大によって、特に大きな影響を受ける町内事業者の事業継続及び回復

、 。 、を下支えするため 国の事業復活支援金の給付を受けた事業者に給付金を支給いたしました また

本年９月にはエネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し支援を行

うため、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が各自治体に配分されました。今後、

この交付金を財源に事業者支援を実施してまいりたいと考えています。

農林水産業の支援については、新型コロナウイルス感染症拡大等の影響により、令和３年度の米

価が大幅に下落し、稲作農家の生産意欲の減退が懸念されたため、種苗費の一部助成として10アー

ル当たり3,000円の助成を実施しております。稲作農家の生産意欲の維持、向上を図る取組を検討

しており、物価高騰対策として肥料価格が大幅に高騰していることから、肥料の購入費の助成につ

いても検討しております。漁業者の支援については、漁船省エネ対策事業として、漁業者が漁船船

底等の付着物を除去するための費用について町独自の補助を行っております。今後もコロナ感染拡

大や物価高騰が続くと、農家や漁業者に影響が出てくることから、今後の国、県の対策について注

視をしてまいります。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 それでは、再質問いたします。10番井上和文議員

今回コロナが続いて物価高やいろんな電気、ガス、水道が上がって大変だという中で、子育て世

帯が特に大変なのかなということもございました。そういった話もありましたので、最初にこの産

み育てられる環境づくりについてを質問したわけであります。それで、子ども、最近いろいろ保育

所の問題とか社会問題も、事故とか事件とかありますけれども、子どもの学習支援や食料支援に取

り組むＮＰＯ法人キッズドアというのがあるようですけれども これが子育て中の困窮世帯に 11月、 、

11日から16日に1,846世帯が回答したようですけれども、緊急アンケートをしたようです。高校生

の子どもがいる家庭の２割が経済的な理由で志望校を諦めたと回答しました。さらに、塾や予備校

に行けないが54パーセント、参考書が購入できないが40パーセント、模試が受験できないが23パー

セント等々でございます。そのほかに暖房をつけないが73パーセントとか、栄養が取れていないが

70パーセントとか結構大変な状況のことがあるようでございます。子育て世帯の中で、やっぱり学

校に行かせる中でいろいろ経費がかかる。今まで父母負担教育費の軽減ということで質問もしてま

いりましたけれども、今ＩＣＴだから、ほとんどかからないかと思いきや、やはりいろんな学習教
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材費というのですか、こういったものもいろいろ小中学校ではかかる。部活動の経費もかかる、そ

ういったこともあるようです。制服なんかもあるようですけれども。

こういった中で、やはり教育費の中で一番大きなポイントを占める学校給食費の軽減、これが県

内で75パーセントやっておるということです。特徴的なのがやっぱり全額無料化にしているのが今

年度だけでも川俣町、南相馬市、中島村となっているようです。コロナの交付金も活用してやって

、 、いるのが郡山とか大玉村とかいろいろあるようですけれども やっぱりいろんな知恵を出しながら

この全額補助を実現しているということです。昨日来も新地町の人口を増やすのにいろんな移住支

援とかいろんな話ありましたけれども、やはり子どもを安心して育てやすいのだということをやる

、 、 、ために 今福島県内は18歳まで医療費無料化ですけれども それに対して学校給食費も無料化だと

こういった打ち出すパワーというのですか、力という、これは非常に大事なのではないかと思いま

す。特に浜通りを見ましても、いわき市を除いて広野、楢葉、富岡、大熊、浪江、飯舘、南相馬、

相馬、これ全部無料、新地町が一部補助ということであります。こういったことは、ネットで移住

される方かなり見られると思いますから、この辺についてやはりどうやったらできるのか。金額、

財政的にも、前に私質問したとき4,000万円だと思いましたけれども、3,777万円ぐらいになってい

るようであります。コロナの交付金の活用もできる。いろんな財源の活用は、財政担当もいますか

ら、その辺を加味しながら、やっぱりこういったことを実施する方向を研究、検討すべきだと思い

ますが、この辺について答弁をお願いします。

〇 佐々木孝司教育長。遠藤 満議長

〇 ただいま議員からご質問がございましたが、給食費の無償化についての各自治佐々木孝司教育長

体の動向というのは把握してございます。完全無償化となりますと、先ほど議員がおっしゃいまし

たようにかなりの額になってまいります。その分、財政的な負担がほかに押し寄せるということが

ございます。ここでは、現町長になってから米食、全部米は無償で提供しているわけです。そのほ

かに経済的に困難な家庭に対しては、しっかり支援してやれよという町長からの申し渡しございま

、 、 、 、すので 給食費あるいは修学旅行費 学用品費 これらが全て町から出ているいわゆる就学支援費

就学援助、そういったものを行っている生徒が相当数おります。そういったことを考え合わせます

、 。 、と 保護者からも強い無償化というような要望も私に寄せられてはおりません そのことを考えて

今の状態で、特にＩＣＴ機器等には保護者の方もお金が大変かかっているというのがあり、学校の

学習支援に相当お金をかけているのだなという考えの下で理解いただいているのではないかなと思

います。

あとは、余計なことかも分かりませんが、議員がおっしゃったように、高校に行ってからも何で

ただにならないのだというような問合せが来ているというのは高校からも聞いていますので、やは

り全てを賄ってやるというのはいかがなものかなという思いを致したりしているところでございま

す。



- 55 -

令和４年１２月定例会

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 就学援助は、どこでもやっているのです、これ。国から補助、一部町も出すわ10番井上和文議員

、 。 。けですけれども どこの町でもやっていると思います 今現状やっていませんという町ありますか

ないですよね。私が言いたいのは、例えば今教育長が言う財政大変だという話がありますが、相馬

市でも、南相馬市ではもっとかかるわけです。ですから、これはやっぱりこういった物価高騰の中

で、なかなか大変だ、大変だと言いながら、みんなしようがないから、払わざるを得ないというこ

との現状にあるのだろうと思っています。ですから、一つの支援策として、やはり父母負担軽減と

いうことがあるから、相馬郡内でも、あるいは全県的にもこういった流れがあるのではないかと思

います。財源は、コロナの交付金を活用、あるいはいろんな財政を活用していくと、こういうこと

はやっぱり財政当局が考えることですから、この辺はしっかりどれだけ保護者の生活実態があれな

のか、新地町だけみんな裕福だということではないかと思いますが、この辺についてどうですか。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〇 決して今教育長は、新地町の人が裕福だとか、そういうことは一切言っておりませ大堀 武町長

んで、町単独でできる範囲を今頑張っているということでありますので、井上議員のおっしゃると

おり、いろんなことをやればいいというのは分かります。それはそれで全部やりたいと、私もそう

いう気持ちはあります。ただ、町の今いろんなところを考えたとき、今のところはこのぐらいかな

と。ただ、今後そういった中で財政規律が大丈夫だということが一定程度見えるのであれば、考え

の中に参考にさせていただきたい。うちでも全然やっていないというのではなくて、一部でも支援

は行っているわけですので、その辺は一定程度ご理解していただかないと、非常にあれもこれもと

いうのはなかなか難しいと。特に新地町はＩＣＴにかなりのお金をつぎ込んでいます、これは間違

いなく。そういったことを考えながら、それぞれ行政の運用バランスを見ながらやらせていただき

たいし、あとは井上議員の思いも含めて、今後充分に検討させていただきますので、よろしくお願

いします。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 財政の問題をいえば、新地町は不交付団体だと。町長、特に大変な不交付団体10番井上和文議員

だという話もよくされますが、ほかの町から見ればうらやましいと、そういったことがよく言われ

ております。ただ、この流れの中で新地といわきだけぽつんと全額ではないというのが目立つもの

ですから、やっぱりそういった意味では町の人口増や、あるいは子育て支援の中でもこういった課

題というのは非常に大事でありますから、今町長、検討させてくださいという話もありましたけれ

ども、町長の、前もお話ししましたが、できない理由を探すのではなくて、できるためにどうする

かと、こういった選挙の公約、これを充分に発揮して実現に向けて努力をしていただきたいと思い
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ます。

次に、均等割の減免の問題です。先ほど答弁の中で国保の広域化の関係があるので、なかなか大

変ではないかというような話がございました。この広域化の流れ、我々が前聞いていた関係では、

県では一本化したいけれども、末端市町村がかなり反発をしていて、なかなか大変なのではないか

という形がなっていますが、この辺の流れについてはどうなっていますか。

〇 岡崎利光副町長。遠藤 満議長

〇 国民健康保険税の県の統一化といった流れでございます。これまで各自治体にお岡崎利光副町長

いて、税の算定に関しましては均等割合、応能割合、そういった部分で独自でやっておりました。

これが医療給付費になりますけれども、そういった部分において県の統一化といった流れでもって

今の状況に届いております。そうした中で県の介入といいますか、県の中においては税においても

県の統一化を図っていくべきだというような内容になっております。このことに関しましては、国

の法整備関係と、そして応益、応能に対する、全国民に対する負担の程度というような大きな枠の

中でもって言っておりますので、福島県において、今の計画の段階でありますけれども、令和11年

度を目途に県内均一化により行ってまいりたいというようなお話も聞こえております。そうした中

で、単独で税の改定といいますか、免除関係等を行う部分に関しまして、県に事前にそういった部

分も含めた中で協議をしていただきたいというような内容になっております。くどいようでありま

すけれども、議員質問にありました国保税に関する福島県の考え方といたしましては、今時点では

令和11年度を目途に計画されているということをご報告いたします。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 何年か前に広域化の問題も議論をいたしましたけれども、かなり市町村によっ10番井上和文議員

て凸凹があって、高いところ、低いところ。高いところが安くなるのはいいのだけれども、低いと

ころが上がるのはとんでもない話だということで、当面は税についてはソフトランディングという

、 。 、のですか そのままでいくのではないかというような議論もなされたやに伺っております それで

私が均等割の減免、これは政策減税なのです。ですから、国保税の会計の中ではなくて、やはりこ

の政策減税で一般会計から繰入れをして子育て支援に充てていくと、こういった考え方に立てば、

この統一化問題で云々かんぬんの話にはならないのではないかと思っています。全てはやはり子育

てを支援するのだと、こういった考え方に立てばやっていけるのではないですか。いかがですか。

〇 岡崎利光副町長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。岡崎利光副町長

まず、多子世帯、そして低所得者に制限をかけるというような部分でありますけれども、やはり

国保の税の取扱いに関しましては、相互扶助による運営が一番の理念になっていると考えておりま

す。保健所がおのおのの事情を勘案して、そして特定の対象者にあらかじめ画一的な基準を設けて
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減免を行う、そういったことに関しては明確には違反とは言えません。ただ、法の下に関しまして

は適切ではないと考えております。そうした中で、今後、国が何らかの法整備あるいは財政的な措

置を講じ、そして実施して現状よりも国民健康保険にあるべき姿が好天に恵まれた場合、そういっ

た状況におきましては、その内容を国保運協の意見も伺いながら、実施に向けた形で進めていくよ

うな形になるのかなと思っております。町からのそうした中での一般投入というような形もそうし

た中では考えられることではありますけれども、やはり受益者負担といった形の中では、国保に関

する部分に関しては国保の加入者に対する部分が基本原則であるという認識を持っております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 今副町長が言ったように、第77条に基づく減免、法令違反とは言えないと、厚10番井上和文議員

労省もこれ認めているわけです。ただ、適切でない。これは、国がそう言っているだけで、だから

こそ南相馬市でも実施をしているわけでございます。ただ、私が言いたいのは人頭割というのでし

ょうか、人が増えれば増えるほど税金が上がる。子どもをどんどん育ててください。今、国で１人

50万円にしようかみたいな話も出ているようですけれども、そういうのと逆行するわけです。やっ

ぱりこういった問題で国保の家庭の方がちょっと考えてしまうということのないような環境をつく

らなくてはならぬだろうということを思っています。ぜひ運協もさることながら、執行部でしっか

りその辺のことも含めながら検討していただいて、環境づくりを進めていただきたいと思います。

全国知事会とか全国市長会もこの広域化で１兆円投入してやっていけば、普通の国保も普通の社会

保険のような状況になってくるというような話も聞きますけれども、この構造的な問題、欠陥、そ

ういったことも町長サイドも全国町村会などで国に対して申し上げてほしいなと思います。

次に行きます。コロナ感染拡大と物価高騰に対する支援策であります。まず最初に、コロナの感

染拡大、さらには物価高騰で町民の生活が大変だという認識はありますか。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

、 、 、〇 名指しなので 答弁していきますけれども 大変だとは私自身も感じておりますし大堀 武町長

。 、 、何とかしたいという気持ちも充分に持ち合わせております ただ 先ほど井上議員が言ったように

不交付団体なのだから、余裕あるという、そういう発想はないと。非常に厳しい財政運営を今して

いるということも理解していてください。それは何でかというと、要は税収が上がったような格好

にはなっていますが、その分、上がった分、全部交付税でカットされているわけですから、前と変

わらないということです。にもかかわらず、出ていくものがいろんなところからどんどん出ていき

ます。そういった中なので、私的には一定程度支出についてもバランスを取っていくしかないだろ

うと。ですから、この物価高騰の部分についても、私としては何とかしたいという思いはあるので

すが、ない袖はなかなか厳しいということでご理解ください。ですから、国、県のそういった状況

を見ながら、そしてこの不交付がゆえに、逆にコロナの部分も私は交付金が少ないのではないかと
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思っておりますので、そういった部分を踏まえながら、いろいろ財政の状況を見ながら実施をして

いきたいとは思います。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 今、不交付団体だとコロナの交付金が少ないのではないかという話もありまし10番井上和文議員

た。コロナの交付金でやるか、交付金というのは交付されるわけですから、全部使っていいという

ことになるわけですけれども、今まで３億2,000万円でしたか、何かありましたよね。入ってきま

したけれども、いろいろ事業を、こういうことをやりたいということになれば、その辺は認められ

るようになるのかどうなのか、この辺の交付金の仕組み等々についてちょっとお聞かせをいただけ

ればと思います。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

交付金の仕組みということでありますけれども、今議員のおっしゃるとおり、令和２年度から今

年度まで約３億円の交付金がその都度、その都度配分されておりまして、国から配分されるごとに

今回の配分はこういった分野で重点的に使ってほしいということで配分がなされます。そういった

配分がなされてから各課でこういった事業が考えられると。例えば企画振興課でしたら事業者支援

で、商工会に相談して、こういった事業をやって出すとか、そういった事業を各課で持ち寄るわけ

であります。各課で持ち寄ったそういった事業を庁議の中で優先順位をつけまして実施をするとい

うことでありまして、感染防止対策、それから事業者支援の対策、最近でいいますと原油の高騰、

それから電気・ガスの高騰、そういった部分にも使って重点的にやってくれということでの配分が

最近は来ているというところであります。

この配分は、町の要望とかそういうことではなくて、国がこの自治体いくらということで金額を

示されて配分されるということであります。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 １回目の答弁で延々とこの緊急経済対策云々かんぬんというのはもう長くお話10番井上和文議員

があって、いろいろ２年度、３年度やってきましたよというような話もありますが、いわゆるこの

全世帯の支援、物価高、コロナ感染拡大の全世帯の支援については、先ほど話にあった防災用品と

衛生用品で終わりだという認識なのでしょうか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

今までも事業を実施してきましたし、今も事業を実施しています。それで、それで終わりかとい

うことではなくて、今後もコロナの地方創生臨時交付金の配分があるかと思っております。そのと
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きにその町の情勢も見ながら、ご提案いただいている事業も含めて、候補の一つとして検討できる

のかなとは思ってございます。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 今後も補正予算なども国でも組んでいるようですから、それも見ながら、本来10番井上和文議員

であれば、地震のときに３万円現金で配られて大変喜ばれたこともございましたけれども、国のこ

ういった支援策、現金というのがなかなかないようでありますから、こういったことも含めて商品

券がいいのか、どういうのがいいのか分かりませんけれども、全世帯を支援するということも含め

て、やっぱり内部でご検討いただければと思います。

商工業、農林水産業の現状ですけれども、先般、酪農家の方にちょっとお聞きしました。飼料が

倍になっているそうです。いい乳を出すには買わざるを得ないと。乳価が10円ぐらい上がっている

そうですけれども、プール計算になるので、とても追いつかないという話であります。新地にはあ

まり聞かないですけれども、肥育農家、和牛なんかやっている家は、子牛が、この前持っていった

ら100円にしかならなかったということで泣く泣く安楽死というのですか、そういったことをせざ

るを得なかったというような話も聞くわけでございます。

米についてもそうなのです。今、農家も新規就農者もさることながら、反別を増やしてやるぞと

いう農家も結構出てきておりますから、この米価が円高とかあれで飼料とか肥料とかが高くなって

いる割にはなかなか上がっていかないということで、非常に大変だという話も聞いておるわけであ

ります。先ほど答弁で何か支援策を考えている云々という話ですが、もっと具体的な中身について

お答えください。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

町長で回答いたしました農家への支援ということで今検討している内容ですけれども、稲作農家

の補助ということで、支援ということで、まず１点としては水稲、稲作の作付に当たりまして、水

稲種子及び芽出しの苗というところでの支援はできるのではないかというところは考えておりま

す。あと、肥料高騰対策ということで、こちら県でも支援を考えているのですけれども、そういっ

たところへの支援も町としてできるのではないかということで、今現在検討しているところであり

ます。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 先ほど肥料高騰とか芽出しの関係で、１反歩3,000円とかと言ったのだっけ。10番井上和文議員

金額は出ていないのですか。そのような答弁がありましたが、全ての農家に漏れなく行き渡るよう

に、いろんな補助メニューあるのですけれども、あっ、そんなのあるの、知らなかったということ
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にならないように、しっかり農協と連携をして、これやっていただきたいと思います。あわせて、

川俣町なんかは８月にコロナ感染症及び原油価格高騰対策として、20人以下の企業に一律20万円、

売上げ15パーセント下がった事業者に、法人は30万円、11月にエネルギー価格高騰対策事業者給付

金として、町内に本社がある事業者に、10人以下一律10万円、20人以下は20万円として、50人以下

は50万円で、51人以上が100万円というようなことを打ち出している、ネットでこれ見たのですけ

れども、やっているようですけれども、町としてもこういった、今新たな交付金と言いましたが、

エネルギー価格高騰対策事業者給付金みたいなことが来ているのかとは思いますが、こういったこ

とも総合的に勘案して、それぞれの施策を進めていく方向と受け取ってよろしいですか。

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

今議員からご質問あったとおり、地方創生臨時交付金の電力・ガス・食料品等価格高騰分という

ことで配分がありまして、今回補正予算で計上しております。そういった部分も含めてこれから実

施していく、検討も含めて、要綱をつくって実施していきたいと思っております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 とにかくいろんな支援策を活用して何とかこの物価高騰、そして原油高、物価10番井上和文議員

高を乗り切ってこの地場産業を伸ばしていきたいと思っております。最後に、この辺の問題につい

ての町長の決意といいますか、考え方をお聞きして終わります。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

、 、 、〇 それでは 今補正に上げている分を含めて あとは先ほど農林課長が言ったとおり大堀 武町長

物価高騰、そういった部分については事業者支援を含めて一生懸命やっていきたいと思います。た

だ、私としても一定程度、例えばさっき井上議員が言ったように、現金が農家なら農家に行くよう

にということで私の基本スタンスでやっていますので、県からとかいろいろあると、農協経由で何

かやれとかという、そういう話になっていくので、ですから先ほどの3,000円というのも前年度に

やっている中身です。それは、町に私の個人として駄目だと、農家個々人に行くようにということ

でやっていますので、できるだけそのように対応して、このコロナ交付金ですか、そういったもの

が有効に活用できるようにやっていきたいと思います。あとは、いいアイデア等があれば教えてい

ただければ幸いです。

以上です。

〇 これで10番、井上和文議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

ここで暫時休憩をいたします。

午前１０時５７分 休 憩



- 61 -

令和４年１２月定例会

午前１１時１０分 再 開

〇 それでは、再開します。遠藤 満議長

休憩前に引き続き一般質問を続けます。

５番、八巻秀行議員。

〔５番 八巻秀行議員登壇 （拍手）〕

、 、 。 。〇 受付順位５位 議席番号５番 八巻秀行です 今定例会最後の質問であります５番八巻秀行議員

よろしくお願いいたします。

新型コロナウイルス感染流行第８波はこのところ 連日全国で10万人を超え 今朝の新聞では14万、 、

人を超えております 感染者は 昨年８月まで５人でありましたけれども 今年の６月末には105人。 、 、

となって、９月の14日現在で430人に上っておりました。そして、９月26日から国、県において、

これまでの市町村単位の感染者数公表から県保健所ごとの発表となり、市町村の的確な感染者数の

把握は困難な状況となっております。したがいまして、このような状況が改善され、以前のように

市町村で対応ができるように国、県に対して要望すべきだと思っております。その上で、個人で守

ることを基本にマスク、手洗い、３密を避けることなどをしっかりと行って、感染拡大を阻止して

いかなければならないと思っております。

さて、東日本大震災から11年８か月が過ぎましたけれども、まだまだ復興は道半ばであります。

すなわち新地駅の東側スマートアグリ・６次化施設用地には進出企業、植物工場を早期に誘致しな

ければなりません。また、津波復興拠点整備拡大区域の残る用地１万平方メートルへのスーパーマ

、 、ーケットの張りつけ あるいは被災した大戸浜等の防集元地の活用も全く進んでいない状況であり

、 。 、 、課題は山積をし ほとんど前に進んでおりません 加えて 令和元年台風19号被害や令和３年２月

４年３月の２度にわたる震度６を超える福島県沖地震によって複合災害対応に見舞われており、町

内の至るところに痛手を受け、その復旧、対応に追われているのが現状であります。一方、相馬港

４号ふ頭のＬＮＧ基地では、液化天然ガスはパイプラインによって仙台市と結ばれ、サテライト輸

送も新地インターチェンジから県内外、東北６県に盛んに運搬をされております。そして、福島天

然ガス発電所の１、２号機の電気も全面営業運転によって首都圏へ供給され、再び不交付団体とな

った町の将来に活気の出る明るい兆しの中でまちづくりが進んでおります。復旧、復興のスピード

、 、 、 。を速めて 快適で住みよい 笑顔あふれる新しい新地町の創造を目指し 一般質問を申し上げます

今回私は、件名１、災害に強く地域の安心安全なまちづくりについて、件名２、新年度予算編成

指針の構築についての２件についてお伺いいたします。

件名１、災害に強く地域の安心安全なまちづくりについて伺います。最近の台風被害をはじめ、

度重なる地震の自然災害を教訓に各地区自主防災組織の初期避難対応育成強化についてお伺いをい

たします。行政区内での高齢者世帯や独り暮らし高齢者、障害者、子どもや妊婦等、要配慮者や要

支援者の把握とこういう方々を支える支援者の確保が大事だと思っております。２度の震度６を超
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える地震により、役場が開設する防災センターや総合体育館、各小中学校等の指定避難所に職員が

配置され、避難所を開設しても停電や寒さ等で避難してくる町民から大変不評だったことを思い出

します。そんな中、先月27日付の福島民報新聞の１面トップ記事で、県内の要支援者避難計画策定

状況が報道されております。避難計画完了した市町村は、県内59市町村のうち６市町村しかなく、

新地町は本年度中策定の予定の21市町村と発表になっております。そしてさらに、数百年に１度と

される巨大地震、津波の被害想定もあって、高齢者や外国人ら要配慮者の人的被害も推計され、東

北地方太平洋沖地震、これはマグニチュード９を想定しておりますけれども、これが冬の夕方６時

に起きれば296人が、冬の午前５時に起きれば286人が亡くなると推計されており、これを支える支

援者の確保が難しいとなっております。このようなことから、各地区自主防災組織の初期避難対応

が大事であって、関わり、それから育成の強化が必要だと思っております。各地区の自主防災組織

では、区長、地区長を先頭に役員、班長の協力で日頃から要支援者の把握に努め、事があったとき

にはいち早く初期避難所の開設を図る方策をつくるべきだと思います。加えて、民生委員や人権擁

護委員、ボランティア団体等の生活支援者等の関係者の協力の下に要支援者の把握をすべきだと思

っております。地域防災計画を見ますと、令和３年４月現在、自主防災組織は15団体、27地区に

、 。 、2,177世帯を抱えておりますけれども 全地区になってはおりません 力強い組織でありますので

さらなる充実、強化を図るべきだと思っております。こういった組織を町内全域で行い、システム

をつくって町民に広くＰＲをして理解を得ておくことが大事であります。さらに、このような組織

の訓練を日頃から行って有事に備える必要があると思っております。伺います。

続いて、件名２、新年度予算編成指針の構築について伺います。１つ目、新年度予算の概要、規

模、重点等について伺います。東日本大震災から11年８か月がたち、予算規模は徐々に平常に戻っ

てきておりますけれども、令和４年度当初予算は51億800万円で、前年と比較しますと７億4,500万

円の減少となっており、本定例会追加補正第６号では総額88億2,600万円となっております。これ

に対し、新年度、令和５年度は第２期復興・創生期間３年目の年であって、加えて不交付団体３年

目の年であります。歳入では、町税や不交付団体の状況、歳出では、普通建設事業費、復興・復旧

事業の状況あるいは人件費、扶助費、公債費等の状況について、その概要、規模、重点事項等につ

いて伺います。

２つ目は、第６次総合計画３年目の各施策課題の予算について伺います。各施策の快適で活力あ

るまちづくり、災害に強く安心安全なまちづくり、健康で元気なまちづくり、未来につながるまち

づくり、住民力を生かすまちづくりの各施策をどのように予算づけするか、各施策の取組を伺いま

す。そして、中でも次の施策をどう予算化するか伺います。

１つ目は、新型コロナウイルス感染症拡大阻止対策をどう予算化するかであります。最近のコロ

ナウイルス感染は、連日全国で10万人を超えております。町は、この第８波の阻止を図り、新年度

は第９波となるかもしれませんけれども、その予算化をどうつくるかお伺いをいたします。
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、 、 。続いて ２つ目 新地エネルギーセンター事業課題や植物工場誘致をどう予算化するか伺います

新地駅東側に設定した新地エネルギーセンターの課題解決に、あるいは植物工場用地はいまだ空地

であります。こうした課題解決にどう取り組むかお伺いをいたします。

続いて、３つ目は、遊休農地の解消対策と水産業振興をどう進めるかであります。町の基幹産業

は農水産業であります。振興、充実をどう取り組むか伺います。

続いて、４つ目、学習支援員、ＩＣＴ支援員の増強について、人づくりや学力向上につなげるた

め、教育委員会の重点事業である基礎学力を支える学習支援員、ＩＣＴ機器及び支援員の増強につ

いてお伺いします。今年度の当初予算では、学習支援員は介助員を含めて６名であって、ＩＣＴ支

援員についても６名、機器を含めますと6,594万7,000円でありましたけれども、さらなる充実のた

めの予算づけをどうするか伺います。

続いて、５つ目、公費解体等の災害復旧事業の促進について伺います。公費解体事業は住家、非

住家合わせて153件、250棟ありますけれども、これまで発注された家屋は85棟で、165棟はこれか

らであります。そして、対象家屋の解体完了は令和５年12月を見込んでおって、早期の解体を進め

るためにどう予算づけするか伺います。

以上、申し上げましたが、よろしくご回答いただきます。

〇 大堀武町長。遠藤 満議長

〔大堀 武町長登壇〕

〇 ５番、八巻秀行議員の質問にお答えをいたします。大堀 武町長

初めに、災害に強く地域の安心安全なまちづくりについての１点目、度重なる自然災害を教訓に

自主防災組織の初期避難対応についてお答えします。各地区の高齢世帯等要支援者把握に力をにつ

いては、当町において災害時の避難に当たって支援が必要となる方の避難行動要支援者リストは作

成しており、毎年４月１日現在でリストの更新を行っております。避難行動要支援者は、要介護認

定３以上の方や身体障害者手帳１、２級所持の方、療育手帳Ａを所持の方、精神障害者保健福祉手

、 、 、 、帳１級所持の方 難病患者の方 70歳以上の高齢者のみ世帯の方 乳幼児・妊婦・外国人の方など

在宅で生活し、災害時の避難に当たって特に支援が必要な方が対象となっております。現在、対象

、 。となっている方は避難支援の有無と個人情報の提供について 順次同意を得ている最中であります

特に要介護認定３以上の方や身体障害者手帳１、２級所持の方、療育手帳Ａを所持の方、精神障害

者保健福祉手帳１級所持の方、難病患者の方は、今年度中に同意を得るべく作業を進めているとこ

ろであります。同意を得られた方については、消防や警察、行政区等関係機関と情報を共有するな

、 。 、 、どして 災害時には地域全体で安否確認や避難支援に生かしてまいります なお 要支援者の把握

確認については、地域の状況を一番よく知っている自主防災組織にも主体的に関わっていただくこ

とで円滑な避難支援につなげてまいりたいと考えております。

次に、行政区集会所の避難所活用については、新地町地域防災計画では災害時の指定避難所等と
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して 総合体育館や駒ケ嶺公民館 各小中学校体育館 大戸浜防災コミュニティセンターなど 30箇、 、 、 、

所を指定しておりますが、地区所有の集会施設についても災害の状況に応じて避難所として開設す

ることも想定しております。災害時において、各地区の自主防災組織では独自にそれぞれの集会施

設を避難所として地区民を受け入れているところもありますので、引き続き自主防災組織と連携し

て災害時の被災者対応に当たってまいります。

次に、組織の訓練強化については、町内の自主防災組織は災害への対応力を高めるため、防災訓

練や独自の防災マップの作成、非常用持ち出し袋の配付などの活動などを行っております。このほ

か、消防団の秋季演習に合わせて、自主防災組織と連携した避難訓練や炊き出し訓練なども実施し

ております。今年度は、11月15日に津波避難訓練、避難所開設訓練として大戸浜と今泉地区で実施

したところです。自主防災組織に対しては、定例の行政区長会や出前講座などを通じて防災計画や

防災マップの周知を図っておりますが、全ての自主防災組織で定期的に防災訓練や勉強会が実施さ

。 、れているところまでは至っていないようです 自主防災組織ごとに防災訓練などを実施することは

避難場所や避難ルートの確保、確認を行うなど、いざというときの行動に役立つものです。大規模

災害時には、行政による公助のみでは限界がありますので、自分自身で身を守る自助とともに、共

助の役割を担う自主防災組織の活動が非常に重要になります。自助、共助、公助の連携を図りなが

ら、引き続き自主防災組織の重要性を相互に認識し、日頃から自然災害に備えて各種訓練等を実施

し、自主防災組織の充実、強化に努めてまいりたいと思います。

次に、新年度予算編成指針の構築についての１点目、予算概要、規模、重点事項はについてお答

えします。令和５年度当初予算については、11月１日に各課、局長宛てに編成方針を通知したとこ

ろであり、各課においては予算要求書及び当初予算の主な要求事項の入力作業を進めているところ

。 、 、 、 、 、であります 今後 順次各課に対して 財政係や町長 副町長のヒアリング 査定を実施しながら

。 、 、令和５年度当初予算をまとめていく考えであります このような作業状況の中で 予算概要や規模

重点事項については、現時点で詳細を申し上げられる段階ではありませんが、令和５年度当初予算

編成方針では国の動向はもとより、第６次新地町総合計画に掲げる主要施策の推進に向け、課題の

解決と複雑化、多様化する行政需要を的確に捉えた町政運営を進める旨の編成方針を通知したとこ

ろであります。町財政の見通しにおいては、昨年度から普通交付税の不交付団体となったところで

はありますが、今般の新型コロナウイルス感染症対策や原油価格・物価高騰への対応などは地方財

政にも大きな影響が及ぶことが懸念されているところでありますので、国の動向をより注視して適

切に歳入歳出を見積もることとしたいと考えております。また、公債費の償還や公共施設の老朽化

による維持管理費の増加など、厳しさを増していくことから、各事務・事業についてはコスト意識

を徹底し、必要性、効率性、有効性を検証し、節減に努めることとし、将来に向け引き続き健全な

財政の確立を図るため、歳入歳出のバランスに配慮した適切な予算規模と重点施策の推進に取り組

んでいく考えであります。
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次に、２点目、第６次新地町総合計画３年目の各種予算についての新型コロナウイルス感染症拡

大阻止対策の質問にお答えします。新型コロナウイルス感染症については、これまで様々な対策を

講じてまいりましたが、現在のところ、感染をなくすことは現実的ではなく、いかに感染を最小限

に食い止めるか、感染した場合においても重症化のリスクを少なくする方策として、これまで集団

や個別によるワクチン接種を実施してきたところであります。また、新型コロナウイルス感染症の

影響により、経済情勢の悪化による対策として、雇用調整助成金、持続可能給付金、特定定額給付

金、子育て世帯への臨時特別給付金など、国による様々な支援策が講じられてきました。町としま

しては、国や県が行う支援策がない場合には国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金の活用により、町独自の対策をこれまで支援してきたところであります。このことから、町とい

たしましては感染状況が不透明である中で、感染拡大防止と町内の経済活動の活性化を図る必要が

あると考えられますことから、国や県の動向を注視しながら、交付金を活用した限られた財源の中

で必要な対応策を検討してまいりたいと考えております。

次に、新地エネルギーセンターや植物工場の誘致についてですが、新地エネルギーセンターは

2018年11月に完成し、複合商業施設、駅前フットサル場、文化交流センター、民間ホテル温浴施設

に熱及び電気を供給しております。運営については、町、民間企業、団体12者が出資し、設立した

新地スマートエナジー株式会社を指定管理者に指定しております。平成30年12月に指定した指定期

間が今年度末で終了することから、令和５年度から９年度までの５年間の指定管理者の申請受付を

開始したところであります。今後、電気やＬＮＧガス仕入れも含め物価上昇が見込まれる中で、安

定的な経営基盤の確立に向け、指定管理者には効率的かつ効果的な施設運営を求めてまいります。

植物工場の誘致につきましては、現在、用地を災害廃棄物の仮置場、そして公費解体事業の解体ご

みの仮置場として活用中でありますので、早期の災害廃棄物の処理を進めながら、スマートアグリ

事業の誘致を目指してまいります。この事業用地は事業形態により、福島復興特区制度等の活用が

可能であり、現在事業者数社と意見交換を行っているところであります。事業者側からは、もっと

、 、広い用地面積を求められることもありますが 今後も特区制度や町独自の優遇施策をＰＲしながら

福島イノベーション・コースト構想推進機構の企業誘致担当部署とも連携し、誘致を目指してまい

ります。

次に、遊休農地の解消対策と水産業振興についてですが、農業委員会では年２回、利用状況調査

や荒廃農地の調査を行うなど、遊休農地の解消に努めております。農業委員会法が改正になり、こ

れまで任意業務となっていた耕作放棄地の発生防止、解消が必須業務となり、これをよりよく果た

せるよう、農業委員会に農地利用最適化推進委員が設置され、活動しております。今後も遊休農地

解消のため、土地利用者や地域農業者の戸別訪問、農地の出し手や受け手の情報を的確に把握し、

遊休農地解消に努めてまいります。あわせて、水田や遊休農地の利用集積を図るとともに、農地へ

の水路等の整備、有害鳥獣対策など、生産基盤の強化に取り組んでまいります。水産業振興につい
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ては、漁業者と協力して作成した浜の活力再生プランにより、漁業者の所得向上につながる取組を

進めるとともに、漁協や関係機関と連携しながら、新規就業者対策など様々な取組を進めてまいり

ます。

次に、学習支援員、ＩＣＴ支援員の増強についてですが、現在町内の小中学校には学習支援補助

員を含む６名の学習支援員を配置しており、内訳は福田小学校１名、新地小学校２名、駒ケ嶺小学

校２名、尚英中学校１名で、校種や学校の規模だけではなく、支援を必要としている児童生徒一人

ひとりの教育ニーズを把握し、適切な人員を配置しております。今後も第６次新地町総合計画行動

計画書に沿って、特色のある教育における学習環境や教育の充実を図るため、基礎学力向上推進事

業を継続実施し、学習支援員の適切な人員配置とインクルーシブ教育システム構築を目指してまい

ります。また、ＩＣＴ支援員についてですが、今年度は新地小学校と尚英中学校に２名ずつ、福田

小学校と駒ケ嶺小学校に１名ずつ、合計６名のＩＣＴ支援員を常駐で配置しております。次代を担

う児童生徒を育成するこれからの学びを実現するために、一人も取りこぼすことなく、個別最適化

された学びと協働学習を両輪とした事業の充実を図ること、また今後社会で生きていくための情報

との関わり方を学ぶ上で、ＩＣＴを日常的に利活用することは国が目指すＧＩＧＡスクール構想の

姿であり、町ではＩＣＴ支援員の専門スキルを生かしてＩＣＴ活用の環境整備や維持管理、授業内

外における学習者用機器操作の個別支援、また質の高い授業づくりのための教職員への支援を日常

的に実施し、子どもたちの資質能力の育成に取り組んでおります。今後も行動計画書に基づき、Ｉ

ＣＴ教育の充実に関する事業や児童生徒の学力・資質の向上と質の高い個に応じた学習指導の実現

に向けて、引き続き適切なＩＣＴ支援員の配置を行ってまいります。

次に、公費解体等の災害復旧事業の促進についてですが、災害廃棄物処理事業のうち、公費解体

については申請件数が140件、217棟に上りました。うち住家42棟、非住家175棟です。本年９月下

旬から順次発注し、現在までに６工区、85棟、内訳は住家37棟、非住家48棟を今年度内完成に向け

て進捗しているところであります また 本定例議会において災害廃棄物処理事業の繰越明許費10億。 、

5,900万円を計上したところであり、今後発注予定の132棟、内訳は住家５棟、非住家127棟につい

ては解体と解体ごみの処分を含め、令和５年10月の完了を予定しています。他の災害復旧事業共々

計画的に、かつ早期の生活環境の保全と町民の生活再建ができるよう努めてまいります。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 ただいまそれぞれご回答いただきました。それでは、再質問を申し上げたいと５番八巻秀行議員

思います。

自主防災組織についてですが、町では自主防災組織への関わり、育成強化についてどう考えてい

るか、まず伺いたいと思います。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長
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〇 町の各地区で結成をしております自主防災組織への関わりという泉田晴平総務課長兼会計管理者

ことでありますけれども、自主防災組織は災害対策基本法にも位置づけられておりまして、その中

で市町村の役割といたしましては、その充実に努めなければならないということになっております

ので、町といたしましては、先ほど町長の答弁でありましたが、基本的には各行政区単位、一部新

地町地区、中島地区は分かれておりますけれども、基本的には行政区単位での自主防災組織が組織

されておりますので、定例の行政区長会、こういうところで、よりその活動の啓発とこういうのを

行いながら、あとは各種支援制度、町でも自主防災組織の育成事業補助金交付要綱、こういうのを

定めまして、かつ各防災訓練等の活動を支援するような、そういう補助事業も用意しておりますの

で、こういう制度の周知を含めまして、町として自主防災組織の強化というものの充実に努めてい

るところであります。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 今補助金の要綱を定めているということでしたが、活用状況はどうなのかを伺５番八巻秀行議員

います。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 各自主防災組織につきましては、その結成が大体平成14年前後で泉田晴平総務課長兼会計管理者

ありました。町の先ほどの要綱は、平成20年に制定をしたのですけれども、当初は各地区自主防災

組織で行う防災訓練の、例えば炊き出し用の食材の補助だとか、あるいは１回限りでありますけれ

ども、防災用品の整備の補助とか、それぞれ３分の２、上限は定めておりますけれども、そういう

補助でありました。今申し上げたとおり、その補助金交付要綱設置当初は各地区で定期的に防災訓

練等、全ての自主防災組織ではないのですけれども、今までの例でいいますと、各年度大体９地区

、 、ぐらいずつ訓練されておりまして 全てがこの事業で補助ということはありませんでしたけれども

実施をしておりました。ただ、近年、ここ数年、コロナの影響で各地区もなかなか一堂に会する機

会というのを抑えておるということもありますので、ここ４年、５年の間では活用がないというよ

うな状況であります。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 ここ４、５年は活用がないということでありますけれども、大変重要な組織で５番八巻秀行議員

ありますので、ＰＲ方をお願いしたいと思います。

続いて、自主防災組織の活動でありますけれども、やはり地区長とか、役員とか、それから各班

の班長の会議だと思っております。地区には民生委員であるとか、人権擁護委員であるとか、そう

いう生活を支える方々がいるわけでありますけれども、そういう方々を取り込んだそういう組織づ

くりが必要なのではないかと思いますけれども、どう考えているかお伺いします。
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〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 各地区の自主防災組織の活動でありますけれども、その組織に関泉田晴平総務課長兼会計管理者

する組織図とか、あとは活動内容とか、そういうものを各地区で定めていただいて、町にもそれを

、 、 、提出していただいておるのですけれども この内容も見ますと まず班編成などをしていただいて

いざ災害のときにどういう手順でその関係者あるいは責任者の方々、役員の方々が活動するか、動

くかというようなことを定めております。あとは、年間の計画の中で防災訓練、こういうのを定期

的に行っていくとか、あとは連絡体制を定めるとか、こういうことになっておりますので、町で一

つひとつ全て今現状チェックまでできていないところでありますけれども、その辺の活動内容、状

況というものを事あるごとに啓発等をして各組織の充実、強化につなげられるような、そういう支

援をしていきたいと考えております。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 私が言ったのは、各地区の民生委員とかそういう方々を取り込んだ行政区の自５番八巻秀行議員

主防災というものを目指すべきだというようなことを申し上げたのですが、まだそこには至ってい

ないようでありますので、そういう方向をぜひ進めていただきたいと思います。

そして、こういう要支援者の把握でありますけれども、今、町で進めているということですが、

各行政区にも共通して分かるように教えるというか、情報を共有するというようなことだと思いま

すが、この辺についてお伺いします。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 先ほどの自主防災組織内の民生委員などとの関わりという話もあ泉田晴平総務課長兼会計管理者

りましたけれども、今の質問にもありました要支援者の把握と、こういうところで民生委員の方々

にも当然関わっていただけるかなと思っております。あと、その把握の状況でありますけれども、

先ほど町長答弁したとおり、今年度をめどに要支援者の今の支援の有無とか、あるいは個人情報に

当然これ当たるものですから、本人の同意、これを得ている、今そういう作業であります。ただ、

今優先的に障害のある方とか、そういう方を重点的に今大体230名程度おるのですけれども、そう

いう方々に今同意作業を行っているところで、何とか年度内の同意を得て、その後になりますけれ

ども、先ほどの民生委員の方々も含めて地元の方々、行政区、自主防災組織の皆さん方とこの名簿

の共有して、実際の災害あるいは防災訓練も含めてですけれども、そういう方の避難につなげてい

くというようなことで今考えておるところであります。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 ぜひそういうふうに進めていただきたいと思います。５番八巻秀行議員

そして、各地区の自主防災組織というのは規約をつくっているのだろうと思いますけれども、ど
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う認識をしているのですか。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 各自主防災組織の在り方というか中身なのですが、こちら国から泉田晴平総務課長兼会計管理者

、 、 、 、 、の指針もありまして まず組織の構成 やっぱりその中には規約とか あとは活動内容 計画とか

そういうことが定められるようにというような指針があります。町で今把握をしている各自主防災

組織の内容を見ますと、全てその規約は定められております。そこから組織図とか、あとは年間の

計画とか。ただ、年間の計画は基本的には年度ごとでありますので、その都度ということになるか

もしれませんけれども、具体的な年度ごとの計画というものは町には上がってきておりませんけれ

ども、今議員の質問のあった規約というものは町に提出をしていただいております。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 全て規約は持っているというようなことでありますので、ぜひ力強い組織であ５番八巻秀行議員

りますので、そういう組織づくり、システムづくりをして、町民に広く理解を求めておく必要があ

ると思います。しっかりと対応していただきたいと思います。

次に移ります。新年度予算の概要、規模、重点についてお伺いいたします。新年度予算、令和５

年度でありますけれども、第２期の復興・創生期間３年目の年、そして不交付団体の３年目になり

ますけれども、本年度の収入状況を見ますと、町税で19億4,189万円、構成比で38.0パーセントと

なっております。そして、震災復興特別交付税で15億8,204万円、これは構成比31.0パーセントと

なっております。歳出では、普通建設事業費３億3,413万円、構成比6.5パーセント、人件費は13億

7,677万円、構成比がこれは25パーセント、扶助費は３億4,061万円、構成比6.7パーセント、公債

費ですけれども、５億6,010万円、構成比11.0パーセントとなっておりますけれども、この新年度

の歳入歳出の状況について総務課長からお伺いいたします。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 今議員がおっしゃられたのは、今年度の当初予算の概要だと思い泉田晴平総務課長兼会計管理者

ますけれども、当初予算は一般会計51億800万円でスタートいたしました。基本的には新年度予算

もこのような内容ということでの予算編成になるのではないかというような予想をしておりますけ

れども、ただ今のそれぞれの歳入歳出の構成区分でありますが、こちらの特に歳入につきましては

国の地方財政計画等のまだ通知が来ておりませんので、その辺はどうなるか非常に微妙なところで

ありますので、こちらしっかりと正確に見積もるようなことを考えております。あと、歳出につき

ましても特にまだまだ災害の復旧事業も続くようなこともありますので、そこで例えば建設事業が

どの程度になるのか、それも必要なところ、政策的なところもあると思いますので、そういうとこ

ろをしっかり見積もっていくということが必要かと思います。なお、物件費はやっぱり原油の高騰

あるいは物価の高騰というところの影響が多分いろいろ出てくるのだと思いますので、そういうと



- 70 -

令和４年１２月定例会

ころもしっかりと見積もる必要があると思っております。いずれにいたしましても、徹底したコス

ト意識、歳出につきましてはそういうところを職員が意識をしながらそれをまとめ上げて、新年度

予算としてまとめ上げていきたいと考えております。

以上です。

〇 お昼になりましたけれども、八巻議員の持ち時間、12時10分まであるかと思います遠藤 満議長

ので、継続して一般質問を続けます。

５番、八巻秀行議員。

〇 それでは、新年度も今年と同じように見積もっていくというようなことであり５番八巻秀行議員

ますが、不交付団体の状況をお伺いしますけれども、どうですか。今年と変わるようなことはない

というようなことなのかどうか。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 今も申し上げたとおり、国の正確な地方財政計画の内容がまだ届泉田晴平総務課長兼会計管理者

いておりません。その中で、ほかの町税等も見積もることになりますが、その辺で基準財政需要額

がどうなるのか、歳入がどうなるのか。特に基準財政需要額につきましては、今こういうコロナあ

るいは物価高騰等で非常に影響を受けるのではないかというようなことも言われておりますので、

そういうところから例えば基準財政需要額が伸びるとすると、不交付団体というのが来年もそうな

のかというのは何とも今のところは申し上げられる状況ではありませんので、そこはやっぱり国の

状況、こちらをきちんと注視をしながら正確に見積もっていきたいというところであります。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 ぜひ国の状況、県の状況を勘案してまちづくりを進めていただきたいと思いま５番八巻秀行議員

す。

続いて、新型コロナウイルス感染症の阻止でありますけれども、先ほども言いましたけれども、

第９波になるのだろうと思いますけれども、その辺の予算化、副町長にお伺いしたいと思います。

〇 岡崎利光副町長。遠藤 満議長

〇 新年度における新型コロナウイルス感染に対する予算措置であります。こちらの岡崎利光副町長

歳入歳出に関しましては、全て国庫補助というような形で予定というかになるだろうという想定を

。 、 、しております そうした中で やはりコロナワクチン関係等に関しては臨時的に国が示しますので

それに対応した形の中で当初というような形ではなく、国の施策に沿った形の中で臨時的に予算計

上を随時行ってまいりたいと。そして、コロナに対する対策を早めに講じてまいりたいと考えてお

りますので、ご理解いただきたいと思います。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長
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〇 コロナウイルス阻止のために頑張っていただきたいと思います。５番八巻秀行議員

それから、続いて新地エネルギーセンターの事業課題、植物工場の誘致についてでありますけれ

ども、新地スマートエナジー株式会社に令和３年の12月に町は2,550万円を貸付けをしているわけ

、 、 、 。でありますけれども こういう課題解決 どう取り組みますか 企画振興課長にお伺いいたします

〇 小野和彦企画振興課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。小野和彦企画振興課長

新地エネルギーセンターの課題といいますと、経営の状況であります。新型コロナウイルスと、

あと福島県沖地震、こういった影響で需要家の方々が休業したり、集客が減少、そういった影響も

あって、昨年度期、第５期では純損益として280万円ぐらいの損益計上いたしました。今後、燃料

価格高騰による仕入れ高、そういったことも見込まれております。指定管理者の新地スマートエナ

ジー株式会社には効率的、効果的、そういった施設の運営、運転を求めていきながら、町としては

空き区画へのスマートアグリの事業者誘致、そういったところを進めていきたいと考えてございま

す。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 時間がありませんので、次に移りますけれども、遊休農地の解消であります。５番八巻秀行議員

遊休農地は、令和３年11月現在で全体で92ヘクタールありますけれども、農業振興上、農村環境を

。 、 。保持する上でも大変重要な課題であります これらにどう予算化するか 農林水産課長に求めます

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 お答えいたします。岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

今現在、今年度、来年度につきましても各地区で取り組んでおります多面的機能支払交付金事業

でも事業区域内に遊休農地ができないよう管理していただいております。あわせて、今後につきま

しても遊休農地の解消ができる農地につきましては、県の補助金を積極的に活用していただくなど

取組を進めてまいります。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 農村環境の補充をする上で大変重要でありますので、しっかりと対策を講じて５番八巻秀行議員

いただきたいと思います。

そして、水産業の振興でありますけれども、原発事故後、操業自粛を余儀なくされておりました

けれども、試験操業から今は本格操業に移行しているわけであります。この漁業振興をどう予算化

するかお伺いします。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 町長の回答にもありましたけれども、まずは浜の活岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長
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力再生プランの中でも計画しております鮮度保持機器導入によります高品質化によりまして、単価

の向上を目指していきます。そういった様々な漁業収入向上のための取組を行うことで後継者対策

にもつなげていきまして、水産業の振興を図っていきたいと考えております。

以上です。

〇 ５番、八巻秀行議員。遠藤 満議長

〇 ぜひしっかりと対応していただきたいと思います。５番八巻秀行議員

それでは、続いて、時間ありませんけれども、学習支援員、それからＩＣＴ支援員の増強であり

ますけれども、今年と同じような対策を講じていくというようなことで理解しましたけれども、こ

のＧＩＧＡスクール構想の姿ということを求めながら、しっかりと対応していただきたいと思って

おります。

最後に、公費解体ですけれども、これも私が聞いた数字とはまた違っているわけでありますけれ

ども これから全体で135棟ですか の解体をするというようなことでありますけれども 来年の12月、 、 、

までかかる事業だと思います。しっかりとこれも進めていただきたいと思います。

最後に……

〇 時間です。遠藤 満議長

〇 終わります。５番八巻秀行議員

〇 これで５番、八巻秀行議員の一般質問を終わります。遠藤 満議長

◎散会の宣告

〇 以上で本日の日程は全部終了しました。遠藤 満議長

これで散会いたします。

ご苦労さまでした。

午後 零時１１分 散 会



第 ７ 回 定 例 町 議 会
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議 事 日 程 （第４号）

令和４年１２月８日（木曜日）午前１０時開議

第 １ 議案第７０号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例について

第 ２ 議案第７１号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

第 ３ 議案第７２号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

第 ４ 議案第７３号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（１工区）請負契約に

ついて

第 ５ 議案第７４号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（２工区）請負契約に

ついて

第 ６ 議案第７５号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（３工区）請負契約に

ついて

第 ７ 議案第７６号 令和４年度新地町一般会計補正予算（第６号）について

第 ８ 議案第７７号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

第 ９ 議案第７８号 令和４年度新地町介護保険特別会計補正予算（第２号）について

第１０ 議案第７９号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

第１１ 議案第８０号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）について

第１２ 議案第８１号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）について

第１３ 陳情の取り下げについて

第１４ 陳情審査委員長報告

第１５ 意見書（案）について

第１６ 閉会中の継続審査の申し出

第１７ 閉会中の所管事務等調査の申し出
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午前１０時００分 開 議

◎開議の宣告

〇 これから本日の会議を開きます。遠藤 満議長

ただいま出席している議員は12名であります。

◎議事日程の報告

〇 次に、本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。遠藤 満議長

◎議案第７０号の質疑、討論、採決

〇 日程第１、議案第70号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例遠藤 満議長

の一部を改正する条例についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第70号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第70号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例については、原案のとおり可決されました。

◎議案第７１号の質疑、討論、採決

〇 日程第２、議案第71号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例遠藤 満議長

についてを議題とします。

これから質疑を行います。

10番、井上和文議員。

〇 今回人勧の絡みで３本上がっているわけですが、町長等の中で附則関係が出て10番井上和文議員

おりまして、いわゆる元に戻すと、終期を決めるということが出ました。今もちょっと議論になり

、 、 、ましたけれども この元に戻すことによって やっぱり年間でどのぐらいの予算が必要になるのか

総務課長、この辺をお答えください。

令和４年１２月定例会
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２つ目には、私はこの17年当時のちょっと広報を見てみましたけれども、行財政改革の取組の一

環でこの10パーセントカットというのをなされております。特別職の10パーセント、さらには職員

を採用しない、不補充にするとか、一番大きいのが敬老会の見直し、いろんな関係で16年度と17年

度を比較して１億5,000万円ぐらい削減をして今日に至っていますが、若干復活したのもあります

が、議員の費用弁償などは今でも続いておるわけなのです、廃止など。ただ、私は元に戻すのに大

分財政がよくなったのかなというちょっと第一感で思ったわけですけれども、昨日の答弁、あるい

は新年度以降も基準財政需要額がどうなるか予測がつかないやの答弁もあった中で、やはりこの辺

の状況をどう考えるのかというのが１点です。

もう一つは、昨日も議論がありましたけれども、町民感情として上げるわけではありませんけれ

ども、結果として元に戻る、上がるということになりますので、現状から、それについての町民感

情をどのように受け止めているのかということなのです。この辺の２つについてお聞かせをいただ

ければと思います。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 まず、今回、町長、副町長、教育長、こちらの減額、10パーセン泉田晴平総務課長兼会計管理者

ト戻した場合の年間の大体の影響額ということでありますけれども、期末手当も含めまして大体年

間300万円ぐらいかなということで試算をしております。

、 、あとは平成17年当時 行財政改革を理由としたというところが主なところでありましたけれども

その後、町の今の財政的な状況はどうなのかということであります。様々、昨日も町長等が答弁を

いたしましたけれども、非常に厳しいというのはそういう心構えで今後も財政規律を守りながら、

町の行政運営をしていかなければいけないと、こういうことなのだろうと思っております。町の財

政的には、これはここ数年、決算の委員会の中でもご説明示しておりますけれども、全ての指標に

おいて何か財政的に問題があるとか、そういうことはございません。ただ、今後、経済情勢、国の

情勢等ではいろんな面で影響が出てくるということはあるかと思いますが、ただ今現在でそれを見

通ししたり、見積もるということは非常に難しいという状況であります。なおさら、あと災害関係

等でやっぱりいつどんなことがあるかというのはなかなか見通せないということでありますので、

町としてはそういうところにも対応できるように基金等で財政資金等をきちんと確保しておくと、

いざとなったらきちっと出動できるというような体制を整えているつもりでございますので、近年

においては今後の正確な見通しというのは難しいことではありますけれども、引き続き健全な財政

運営ができるものだと考えております。

また、町民感情ということでありますけれども、平成17年度当時、これはもう全国的に、あるい

は県内もほとんどの市町村がこういう行財政改革の名の下に特別職の削減を行っておりました。ほ

かの自治体、いろんなやり方がありましたけれども、その中で多かったのが期限を決めて、３年な

り５年なりというところでの削減というところでありました。ただ、新地町ではご存じのとおり、



- 77 -

令和４年１２月定例会

これが当分の間ということで、もう18年続いているということであります。当時の町民感情、社会

情勢を踏まえれば、そういうようなところだったかなと思っておりますけれども、今申し上げたと

おり、もう18年。それで、ほかの県内市町村ももうこの当時の削減を行っているところはございま

せん。したがいまして、今のタイミングというところではどうなのかということもあるかもしれま

せんけれども、私としてはもっと前にもうこれを戻すべきだったということも思っておりましたの

で、このタイミングになりましたけれども、今回このようなことで削減の回復の措置をさせていた

だければということで考えております。

以上です。

〇 そのほかありますか。遠藤 満議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

10番、井上和文議員。

〇 今ご説明がございました。昨日の質問の答弁、さらには総務課長の答弁もござ10番井上和文議員

いました。今も答弁があったわけですが、新地町の財政がなかなか厳しいと。さらには、今の物価

高やコロナ禍の中で町民の生活自体が、昨日も町長がお話しになったように、大変な深刻な状況に

なってきているということであります。私は、元に戻す必要はないということを言うつもりはあり

ません。時期を見て戻すべきだと思いますが、やはり今のタイミングなのかと、ここが一番大きな

問題だと思います。執行部というのは、どうしても町民から注目されますから、町民感情からして

時期尚早ではないかということで討論に参加したいと思います。

以上です。

〇 ４番、水戸洋一議員。遠藤 満議長

〇 平成17年から減額しているということなのですが、先ほど総務課長の話もあり４番水戸洋一議員

ましたとおり、18年も経過しております。さきの総務課長の話では、当面の間という発言がありま

したけれども、民間人の考えとしては当面の間といえばやっぱり５年から６年ぐらいなのです。そ

れをやっぱり18年もやってきたということは、一旦ここで区切りをつけるべきだと思います。

さらにまた、社会情勢等々の変化があったときに、また新たな条例改正を行うということも必要

なのかなと思いますので、賛成の立場として、この条例には賛成いたします。

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第71号についてを採決します。

この採決は起立の方法によって行います。

お諮りします。本案について原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

〔起立多数〕
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〇 起立多数であります。遠藤 満議長

、 、したがって 議案第71号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例については

原案のとおり可決されました。

◎議案第７２号の質疑、討論、採決

〇 日程第３、議案第72号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてを遠藤 満議長

議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第72号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第72号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、原案のと

おり可決されました。

◎議案第７３号の質疑、討論、採決

〇 日程第４、議案第73号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（１遠藤 満議長

工区）請負契約についてを議題とします。

これから質疑を行います。

６番、吉田博議員。

〇 公共下水道の災害復旧工事については、私反対する意思はございません。しか６番吉田 博議員

し、さきの全員協議会の中で３工区に分けて行うという説明がありました。しかも工期が令和６年

３月までの長期に及ぶ工事であります。そういった施工する業者も違っております。そこで、道路

下の工事もありますので、迂回路とか、それから通行止めの箇所も出てくると思います。１工区で

迂回したら、また２工区でも迂回する、あるいは通行止めになってしまうというようなケースも出

てくると思います。そういった事情の中で、道路ですから、一般の町民も当然通行するし、また緊

急の車両も通行するわけであります。このような通行止めや迂回路を同じ時期あるいは同じ日にち

になるべく重複しないような、そういったことをしていただきたいと思います。それにはやはり通
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行止めをやる箇所、１工区、２工区、３工区、そういった時期をお互いに調整するような機関を設

けるべきだと思うのです。それは、やっている業者に委ねるのか、あるいは町の担当課がそこに入

って通行止め、迂回路の期間等を調整すべきだと思いますけれども、この辺について町の考えをお

伺いしたいと思います。

〇 加藤伸二都市計画課長。遠藤 満議長

〇 ただいまのご質問にお答えします。加藤伸二都市計画課長

今回の工事、令和３年度同様に大規模になってございます。そのために、工期の、復旧に関する

一斉につきましては、１箇所でやると大体３年ぐらいかかってしまうというような内容になってい

ますので、今回災害復旧ということでもございますので、令和３年度同様、３工区に分けて工事を

するという形にしております。ただ、しかしながら３工区に分けたとしましても、１工区当たり大

体15か月ぐらいを要するような積算となってございまして、またそれでも長期にわたるような工事

となっております。

ご質問の交通規制、そちらに関わる緊急車両並びに住民等の通行に支障が起きるというようなこ

とでございますが、令和３年度もそうなのですけれども、毎月、工程会議等を開いておりまして、

それで交通規制の話も踏まえてやってはいたのですが、やはり天候ですとか、あとは実際やってみ

てずれてしまうというようなところもございまして、本来同じところにならないような形でやって

、 。 、はいたのですが 皆さんにご迷惑をかけるような日程になっていたことは事実かと思います また

道路の復旧工事もありましたので、そちらとは整合性をあまり図っていなかったのかなとちょっと

思ってはございますけれども、道路でありますので、そちらは建設課あるいは農林水産課とも協議

をしながら、なるべく少しでも支障にならないように工程の調整をしてまいりたいと考えてござい

ます。

以上です。

〇 ６番、吉田博議員。遠藤 満議長

〇 今の課長のお話ですと、担当課、町でそういった調整をやりたいなというよう６番吉田 博議員

な意見と聞きました。やはりあそこは、町民はもちろんなのですけれども、緊急車両も通る位置で

ございますので、そういったものを充分把握して調整していただきたいと思います。

以上です。

〇 そのほかありますか。遠藤 満議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長
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これから議案第73号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第73号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（１工区）請負

契約については、原案のとおり可決されました。

◎議案第７４号の質疑、討論、採決

〇 日程第５、議案第74号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（２遠藤 満議長

工区）請負契約についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第74号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第74号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（２工区）請負

契約については、原案のとおり可決されました。

◎議案第７５号の質疑、討論、採決

〇 日程第６、議案第75号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（３遠藤 満議長

工区）請負契約についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第75号についてを採決します。
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第75号 令和４年新地町特定環境保全公共下水道災害復旧工事（３工区）請負

契約については、原案のとおり可決されました。

◎議案第７６号の質疑、討論、採決

〇 日程第７、議案第76号 令和４年度新地町一般会計補正予算（第６号）についてを遠藤 満議長

議題とします。

これから質疑を行います。

10番、井上和文議員。

〇 それでは、全員協議会でもおただしありましたが、本会議ですので、改めてお10番井上和文議員

ただししたいと思います。

まず、マイナンバー関係ですけれども、これも国を挙げて今２万ポイントをあげるから、どんど

ん進めろということになっておりますが、改めてこの全体状況がどうなっているのか、国全体の進

捗状況、県、さらには新地町の状況。そして、いろいろ保険証とマッチングさせて使えるようにす

るやの話もありますが、現段階では使える病院はこの辺にはないのだろうと思いますけれども、こ

の辺の状況も明らかにしていただければと思います。

２つ目には、ポイントとは何だみたいな、お年寄りの方々がやっぱりいらっしゃるわけです。で

すから、今役場に来てもらって一生懸命そういった説明をしながらも、どうしても抜け落ちてしま

う部分もあるのだろうと思いますけれども、そういう点でいけば将来的にこのカード一本でいくと

、 、いうのはなかなか時間的に無理があるのかなと思ったり しばらくは平行線でいくのかどうなのか

この辺の状況についてどのようなご説明がされているのか、この辺についてお聞かせをいただきた

いと思います。

、 、 。最後に いわゆるよく言われるのが情報がだだ漏れになるのではないかと 個人情報の保護です

ご案内のように、半田病院とか大阪の病院とか、大きい病院でもサイバーテロという問題が出てき

て、今国なんかでもこのサイバーテロ問題、非常に重要だという話があります。町でもＬＧＷＡＮ

とかいろんな形でやっておりますけれども、そういったことの対応策を、これでいいということは

ありませんし、どうしても彼らが狙うのが人間は間違いを犯すという人の弱点をついてくるという

ようなこともあるようであります。この辺の個人情報保護に対する対応、体制についてお聞かせく

ださい。

２つ目に、農業系汚染廃棄物処理業務、これは1,100トンの牧草を２年間かけて処理するという

ことです。前に震災後、埓浜に処理場を造って、全部終わりましたという報告があったから、終わ
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ったのかなと思ったら、残っていたということで、改めてなぜこんなに時間がかかったのか、その

背景についてお聞かせください。

もう一つは、そこの十何年、11年８か月間、もうそれぐらいそこの土地が利用されていない、使

えなかったわけですけれども、これは東電サイドあたりからのいわゆる借地料とか、そういったよ

うな補償なんかがきちっと対応されているのかどうかも併せてお聞かせください。

くるめがすりの家出ました。今度議会にも郷土史研究会会長さんから要望書出ています。この遠

藤新氏設計民家の復元建築等の要望が出ているのですけれども、このくるめがすりの家を修繕をし

てどのように活用していくのか。それで、この郷土史研究会あたりからの要望といろいろ相談をし

ながら、どういうふうにいくのか、持っていくのかということも、地域を遠藤新記念館みたいな形

に持っていくのかどうなのかということも方針を持っているのかどうなのか、この辺についてをち

ょっとお聞かせください。

〇 大堀勝文町民課長。遠藤 満議長

〇 それでは、マイナンバーカードの発行の状況等についてということで質問にお大堀勝文町民課長

答えしたいと思います。

マイナンバーカードは現在、国民が来年度末までにほぼ取得できるようにということで国では動

いておりますけれども、国全体での取得率につきましては、正確な数値を今持ち合わせておりませ

んが、５割を超えているところにあります。当町におきましては、本年10月末時点で４割の交付率

になっておるところであります。町としましても、その交付率を上げるために、今回の補正予算に

も一部計上させていただきましたが、各地域の集会所等で、申請をできるような機会をなるべくつ

くるほか、窓口につきましても平日、水曜日の窓口を夕方７時まで開いたり、日曜日にも月１回ほ

ど交付や申請についての対応をしております。

そのほか、先ほど町で健康保険証として使える施設等についてはないのではないかというお話だ

ったのですが、当町におきましては菅野医院、渡辺病院、新地クリニック、そして公立相馬総合病

院について体制が整っているというところであります。

マイナポイントにつきましては、取りあえず今のところ、12月末までの申請分について対応する

ということで国はアナウンスしておりますけれども、これまでも取得率を上げるために、国では延

長等をしているところでありますが、現時点では12月末までの申請に対応するというような状況に

あります。

以上です。

〇 情報漏れとかと言った。もう一点、情報漏えい。遠藤 満議長

〇 すみません、あともう一つ、サイバーテロ等に対応したセキュリティーの部分大堀勝文町民課長

につきましてですけれども、これに関しましては国で設置しているシステムでありまして、町から

漏えいするとか、そういったようなシステムの構築にはなっておりませんので、国につきましても
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その辺の対応策ということで取り組んでいるというところではありますので、町に関してはあくま

でもカードの交付についての対応というところにあります。

以上です。

〇 岡田健一農林水産課長。遠藤 満議長

〇 牧草について回答いたします。岡田健一農林水産課長兼農業委員会事務局長

これまで処分できなかった理由ということなのですけれども、県と協力しながら処分先について

検討してきましたが、なかなか処分先が見つからなく、これまで残ってきたと。今年度、処分先が

見つかるような状況になったものですから、今年度処理できる量ということで150トンの予算の計

上という部分をさせていただいたところであります。

あと、土地の借地関係の部分でございますが、こちらは東電賠償の請求となりますので、可能と

なりますので、回答させていただきます。

以上です。

〇 木幡邦枝教育総務課長。遠藤 満議長

〇 ただいま今後どのようにくるめがすりの家を利活用していくかというご質木幡邦枝教育総務課長

問ございましたが、今回、令和４年度に地震を受けていますので、まずそちらを修繕させていただ

きまして、遠藤新氏が設計された家を見学させてほしいという方に見学をしていただくということ

を基本としまして、今後、郷土史研究会の方とも相談しながら、どのような利活用をしていったら

いいかも含めて相談して新しい活用方法を見つけていきたいと思います。

以上です。

〇 佐々木孝司教育長。遠藤 満議長

〇 くるめがすりの家についてですが、やはり学校の教材の中でふるさとを知ろう佐々木孝司教育長

と、ふるさとから輩出した偉人の業績という形で授業の中で行っております。副読本の「わたした

ちのまち新地 、今改訂版作っているところですが、その中でも紹介して、生徒全員が学ぶと、子」

どもたち全員が学ぶという学習形態をとっております。それと、出前講座、先ほど課長からありま

したけれども、見学学習というのもその中に含まれております。各学校でくるめがすりの家を訪問

して説明を聞くという形でございますが、そのほか出前講座を行って、担当がその歴史についてお

話をするというような形もやっております。

以上です。

〇 10番、井上和文議員。遠藤 満議長

〇 まず、マイナンバーですが、国が予算づけをして全国的に使えるようにしまし10番井上和文議員

ょうというのですけれども、なかなか今菅野医院、渡辺病院、公立病院で使えるのではないかとい

う話もありましたけれども、全体に行き渡るのが、機械も導入しなくてはなりませんから、その機

械の補填を国が全部やるのかという問題もあるのだろうと思いますので、その辺の全体がそれで流
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れていくのにやっぱり時間的なロスが、時間的にかかるのかなというのが１点です。

もう一つは、保険証も一緒にしてしまうみたいな話もちょっとあるのですけれども、今、後期高

齢者の人とか、お年寄りの人とか、いろんな独り暮らし、２人暮らしいますよね。そういう方々、

ではどうすると、こっち使えなくなるのかみたいなことの混乱がやっぱりあります。その辺は国、

県とよく情報を取りながら、やっぱり末端自治体が懇切丁寧に説明をしていかぬと、どうも要らな

い混乱が起きてくると。もう起きてきているのです、私のところにも来ていますから。だから、そ

ういったことはやはり繰り返し、繰り返し親切にやっていただきたいと思います。

あと、個人情報を国がやっているからという話もありますけれども、情報保護、総務課長になる

のだろうと思いますけれども、やっぱり職員が例えば災害で、すぐメール下さいみたいなのをぽん

っとやったらば、サイバーテロになってしまったみたいなのもよく聞きます。ですから、その辺の

職員全体でやっぱりサイバーテロというのですか、個人情報保護というのですか、そういう管理体

制というのをしっかりやっておかぬと、もうあっちのサイバーテロの関係はどんどん進んでいます

ので、狙われたら大変だというような話もよく聞きますので、これは総務課なり、町民課なりでし

っかり対応していただきたいと思います。この点についてはご答弁をお願いしたいと思います。

農家をしっかりやってください。特に十何年使えなかったということもありますので、よく懇切

丁寧に説明をして、失礼のないように対応をお願いします。

くるめがすりの家の問題ですが、私もこの要望書を見て初めて分かったのですけれども、遠藤新

が設計した民家が解体されて保管していたのだけれども、震災で流出したと。これは、回収はして

いないのかどうなのか。していないとするならば、この辺の問題の復元というのはなかなか大変な

課題でもあるのかなと思うから、この辺も郷土史研究会の方々とよく相談をして、今後どうするか

をしっかり対応していただければなと思いますけれども、この辺についてお聞かせください。

〇 岡崎利光副町長。遠藤 満議長

〇 ただいまの質問の中で保険証の質問がありました。国におきましても、保険証の岡崎利光副町長

マイナンバー化ということで示しております。令和６年度をめどにというような形の中で申し上げ

ておりますけれども、まだその行く先というのが議員おっしゃられますとおり、混乱を示している

のも実情であります。そうした中で、社会保険、国民健康保険、その他もろもろの保険というよう

、 、 、 、な形の中で 町といたしましても国 県と情報を取り合いながら その混乱に対するといいますか

どのような方法で保険証が使い勝手がよくなるのかというような形の中で町民に情報を提供してま

いりたいと思います。ただ、その情報に関しましてもやはり正確な情報というのが一番なのかなと

思いますので、しっかりとした連絡体系を取って行ってまいりたいと思いますので、ご理解いただ

きたいと思います。よろしくお願いします。

〇 泉田晴平総務課長。遠藤 満議長

〇 情報管理、マイナンバーに限らず全体の情報管理も含めてになり泉田晴平総務課長兼会計管理者
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ますけれども、こちらは町のシステムあるいはネットワーク全般的に言えることでありますが、非

常に専門的な分野でもあります。したがいまして、町職員が日頃からその心構えというか、個人情

報あるいは行政情報を扱っているというところは、これ総務課中心にしっかりとその研修、周知等

というのは今後も続けてまいりたいと思います。ただ、専門的なところもありますので、そこはそ

のシステムの内容、ネットワークの状況というのはその都度、日頃から委託業者、こちらと連携を

取りながら、そういうことのないように、あるいはそういうことが例えばありそうであった場合の

対応というのは日頃からちょっと備えていきたいと考えております。

以上です。

〇 木幡邦枝教育総務課長。遠藤 満議長

〇 民家を解体して、作田倉庫に保管していたということは聞いております。木幡邦枝教育総務課長

東日本大震災のときに全て流出してしまったということで、再現することは不可能だということを

確認しております。今後どういった在り方がいいかということは、郷土史研究会の方とご相談しな

がら対応していきたいと思います。

以上です。

〇 そのほかありますか。遠藤 満議長

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第76号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第76号 令和４年度新地町一般会計補正予算（第６号）については、原案のと

おり可決されました。

◎議案第７７号の質疑、討論、採決

、 （ ）〇 日程第８ 議案第77号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計補正予算 第３号遠藤 満議長

についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長
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これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第77号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第77号 令和４年度新地町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

は、原案のとおり可決されました。

◎議案第７８号の質疑、討論、採決

〇 日程第９、議案第78号 令和４年度新地町介護保険特別会計補正予算（第２号）に遠藤 満議長

ついてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第78号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第78号 令和４年度新地町介護保険特別会計補正予算（第２号）については、

原案のとおり可決されました。

◎議案第７９号の質疑、討論、採決

〇 日程第10、議案第79号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２遠藤 満議長

号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。
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〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第79号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第79号 令和４年度新地町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につい

ては、原案のとおり可決されました。

◎議案第８０号の質疑、討論、採決

〇 日程第11、議案第80号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第４遠藤 満議長

号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第80号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第80号 令和４年度新地町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）につい

ては、原案のとおり可決されました。

◎議案第８１号の質疑、討論、採決

〇 日程第12、議案第81号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第遠藤 満議長

３号）についてを議題とします。

これから質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「
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〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから議案第81号についてを採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、議案第81号 令和４年度新地町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）につ

いては、原案のとおり可決されました。

◎陳情の取り下げ

〇 日程第13、陳情の取り下げについてを議題とします。遠藤 満議長

令和３年６月定例会において産業厚生常任委員会に付託し、継続審査となっております令和３年

陳情第４号 小川田中地区内の農地については、陳情者からの取下げの申出があります。

お諮りします。陳情者の申出のとおりこれを許可することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、令和３年陳情第４号の取下げは許可することに決定しました。

◎陳情審査委員長報告

〇 日程第14、陳情審査委員長報告を議題とします。遠藤 満議長

令和４年陳情第７号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書提出に関する陳情書に

ついて、審査結果の報告を求めます。

水戸洋一総務文教常任委員会委員長。

〔水戸洋一総務文教常任委員会委員長登壇〕

〇 陳情審査の結果をご報告いたします。水戸洋一総務文教常任委員会委員長

令和４年12月８日

新地町議会議長 遠 藤 満 様

総務文教常任委員会委員長 水 戸 洋 一

陳情審査報告書

本委員会は、令和４年12月５日に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会

議規則第94条及び第95条の規定により報告します。

記、受理番号４、令和４年陳情第７号。件名、シルバー人材センターに対する支援を求める意見

書提出に関する陳情書。当委員会で審査した結果、採択となりました。意見、意見書として関係機

関に送付すべきである。
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ご報告申し上げます。

〇 委員長の報告が終わりました。遠藤 満議長

これから委員長報告に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから討論を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで討論を終わります。遠藤 満議長

これから令和４年陳情第７号についてを採決します。

この陳情に対する委員長報告は採択です。

お諮りします。本件は委員長報告のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、令和４年陳情第７号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書提出に関

する陳情書については、委員長報告のとおり採択とすることに決定しました。

◎意見書案第２号の上程、説明、質疑、採決

〇 日程第15、意見書（案）についてを議題とします。遠藤 満議長

意見書（案）第２号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出について、提出

者に説明を求めます。

水戸洋一総務文教常任委員会委員長。

〔水戸洋一総務文教常任委員会委員長登壇〕

〇 陳情に関しましてご採択をいただきましたので、意見書につ水戸洋一総務文教常任委員会委員長

いてご提案申し上げます。

意見書（案）第２号

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出について

、 。地方自治法第99条の規定により 内閣総理大臣等に対する意見書を別紙のとおり提出いたします

令和４年12月８日提出

新地町議会議長 遠 藤 満 様

提出者 新地町議会議員 水 戸 洋 一

賛成者 新地町議会議員 吉 田 博

〃 新地町議会議員 菊 地 正 文

〃 新地町議会議員 齋 藤 充 明
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〃 新地町議会議員 寺 島 博 文

意見書（案）第２号

シルバー人材センターに対する支援を求める意見書（案）

シルバー人材センター（以下「センター」という ）は、高年齢者等の雇用の安定等に関する法。

律に基づく団体で、地域の日常生活に密着した就業機会を提供することなどにより、高齢者の社会

参加を促進し、高齢者の生きがいの充実、健康の保持増進、ひいては地域社会の活性化、医療費及

び介護費用の削減などに貢献しています。

令和５年10月に、消費税において適格請求書等保存方式、いわゆるインボイス制度が導入される

予定となっています。同制度が導入されると、免税事業者であるセンターの会員は適格請求書、い

わゆるインボイスを発行することができないことから、センターは仕入税額控除ができなくなり、

新たに預かり消費税分を納税しなければならないという問題が発生します。しかし、公益事業を行

うセンターの運営は収支相償が原則であり、新たな税を負担する財源はありません。

途中割愛します。

消費税制度においては、小規模事業者への配慮として、年間課税売上高が1,000万円以下の事業

者は消費税の納税義務が免除されているところであります。少額の収入しかないセンターの会員の

手取額がさらに減少することなく、センターにおいて、安定的な事業運営が可能となるためには、

センターの会員への配分金については、適格請求書を交付することが困難な取引として交付義務を

免除し、一定の事項を記載した帳簿のみの保存で仕入れ控除が認められる適用除外等の措置を講ず

る必要があります。

よって、国に対し下記事項について強く要望します。

記

インボイス制度導入後も、シルバー人材センターにおいて、事務局体制を維持し、安定的な事業

運営が可能となるよう、新たな税負担を強いることなく、センターの会員への配分金等について、

インボイス制度の適用除外とする等の必要な措置を講ずるよう要望します。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

令和４年12月８日。提出先は、衆議院議長、園田博之様、参議院議長、尾辻秀久様、内閣総理大

臣、岸田文雄様、財務大臣、鈴木俊一様、厚生労働大臣、加藤勝信様、経済産業大臣、西村康稔様

宛て。提出は、福島県相馬郡新地町議会議長、遠藤満であります。

〇 提出者の説明が終わりました。遠藤 満議長

これから意見書（案）第２号について、提出者に対する質疑を行います。

〔 なし」と言う人あり〕「

〇 これで質疑を終わります。遠藤 満議長

これから意見書（案）第２号についてを採決いたします。
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、意見書（案）第２号 シルバー人材センターに対する支援を求める意見書の提出に

ついては、原案のとおり可決されました。

◎閉会中の継続審査の申し出

〇 日程第16、閉会中の継続審査の申し出の件を議題とします。遠藤 満議長

総務文教常任委員会委員長から、令和４年陳情第６号 道路の拡張及び舗装工事に関する陳情書

については、会議規則第75条の規定により、閉会中の継続審査の申出があります。

お諮りします。総務文教常任委員会委員長の申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異

議ありませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、令和４年陳情第６号 道路の拡張及び舗装工事に関する陳情書については、総務文

教常任委員会委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

◎閉会中の所管事務等調査の申し出

〇 日程第17、閉会中の所管事務等調査の申し出の件を議題とします。遠藤 満議長

各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から、会議規則第75条の規定によって、お手元に

配付した申出書のとおり、閉会中の所管事務等の継続調査の申出があります。

お諮りします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることについてご異議あり

ませんか。

〔 異議なし」と言う人あり〕「

〇 異議なしと認めます。遠藤 満議長

したがって、各委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◎町長の挨拶

〇 以上で、提案されました議案の全てが終了しました。遠藤 満議長

ここで町長に挨拶を求めます。

大堀武町長。

〔大堀 武町長登壇〕

〇 令和４年第７回新地町議会定例会の閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。大堀 武町長



- 92 -

議員の皆様には、年末の何かとお忙しい中、そして新型コロナウイルス感染症が拡大する中の今

定例会にご出席をいただき、誠にありがとうございました。慎重にご審議の上、上程いたしました

12件の議案の御議決をいただきましたことに心から感謝を申し上げます。ありがとうございます。

急激な寒さの到来中であります。また、年度末の何かとご多忙中の時期でありますので、体調管

理には充分気をつけながら、そして新型コロナウイルス感染症及びインフルエンザに注意されなが

ら、議員活動にご精励いただきますよう心からお願い申し上げ、定例会閉会に当たってのご挨拶と

いたします。誠にありがとうございました。

◎閉会の宣告

〇 以上で本日の日程は全部終了しました。遠藤 満議長

本年も特に緊急の案件がない限り、本日をもって納めの議会となりますので、一言ご挨拶を申し

上げます。12月５日から本日までの４日間にわたり、慎重にご審議をいただき、全議案を議決し、

無事閉会の運びとなりましたことに対し、心より厚く御礼を申し上げます。

。 、 、寒さも本格的になってまいります 皆様方にはくれぐれもご自愛くださいまして 無事越年され

、 。ご多幸な新年を迎えられますようお祈りいたしまして 閉会に当たっての御礼の挨拶といたします

以上で令和４年第７回新地町議会定例会を閉会といたします。

大変ご苦労さまでした。

午前１０時５０分 閉 会

令和４年１２月定例会
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。

令和４年 月 日

議 長 遠 藤 満

署 名 議 員 目 黒 靜 雄

署 名 議 員 菊 地 正 文

令和４年１２月定例会
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